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-本機は ~I，常に惚維な機能および組合せを有する製品であり、出術に際して7ニユ

アルを含め十分なチェ ックをして万全を期しておりますが、万一ごf即日中、ご不

審な点、お気付きのことがありましたらもよりのお存様ご相談窓11までご連絡く

ださい。

なお、運用した結*!:I~ じる影響については責任を負いかねますので、あらかじめ

ご了4，ください。

・本書の内容のー音1;または全部について、当主lに無断で転載あるいは惚製すること

は禁止しますの

なお、本書の内容は改良などのため子告なく変tとすることがあります。
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はじめに

このたびは、シャー70パーソナルコンビュータ MZ-1500をお買い上げL、ただき、まこ

とにあ りがとうございましたけ

本機は、パーソナルコンビュー タに求められる数々の機能を備えてい ます。

ご{変則になる前に、マニュ アル (説明書)に記載された操作)j法、 i主意事tl'iをよく.fI1l.

解され、 lト.しい操作によ って使用され ますよ うお願いいた します。

ノぐーソナルコンビュータ MZ-1500には、二大の 4附の7 ニュアル (説UJj書)が付属して

いますn

・「オーナーズマニュアルJ(OWNER'S MANUAL) …H ・H ・...・H ・H ・H ・-本書

・ rBASIC解説書J(BASIC LANGUAGE MANUAL) 

• r初めてお使いになる人のために」

• rUTILlTIES/ APPLlCATIONS MANUALJ 

MZ-1500のソワトウェアは、すべてつ ァイル形態のソ7 トウェ アノfソク (デ ィス7な

ど)によ り供給します。なお、{c機は、 クイックデ ィスクに よリ プロクラミンク ET『iff

BASICを使用するため、

• BASIC 5Z00 1 

の人っているクイ γ クディス 7が付属しています。

本書および他の 3111]-の説明書?は、 「保，iiF.書 I、「お存保ご相，淡窓11一覧表」とともに必ず

保存してくださ い。 )Jーニji1:111 r l'にわからないことや不具合が'1じたとき、きっとお

役にす:ちます。
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お ね ヵー L、

1.本機は LSIなとーの精密部品により構成されていますので、温度変化の激しい場所、

係端な高温、あるいは低温の場所で舟の保管、 およびご使用はきけて く・ださ L、。

また、非常に湿度の多い場所、 ほこりの多い場所、 薬品 ・ガスなどの発生してい

る場所などでの保管、およびご使用はさけてください。

2.本体のケースには、内部の温度上昇を防 ぐために、通風孔を設けてありますので、

こ・れをふさいだり、通風を妨げること のないように設置して ください。

また、強い衝撃を加えたり、振動の発生している場所での保管、 およびご使用は

さけてください。

3. 本機をi在射日光の当たる場所や、 コンロ、 ストープなど熱を発生する物の近 くで

の{栄作、およびご使用はさけてください。

4.本機の内音11に水や薬品など液状の もの、銅線などの金属物が入ら ないよう ご注意

ください。このような異物が入った状態でご使用になりますとたいへん危険です。

また故障の原因にもな ります。

5.本機を解体したま までの保管、およびご使用はさけてください。故障や感電の原

閃になります。

6. テレビやラジオな どの近くで本機をご使nJになると、テ レビやラ ジオなどに ~t. 'I~干

が入ることがあ ります。このような場合は、本機とテレ ビ、 ラジオなどを 1.分身w.

してご使別 くだ さい。

7.各純の周辺機器を接続 して使用する場合、機器配置によ っては CRTディ スプレイ

のl曲IIl前が揺れたりする ことがあります。このような場合は、機器の配遣を変えて

みてください。

8.本機を強 くたたいた り、必としたり、 袋r'ijけたりしないでく ださい。

9.電源コー ドを差し込んだ状態て¥屯源コー ドを引っぱらないでください。屯減コ

ード を抜き差しすると きは、電源スイッチを切ってから、プラグを持って抜き差

しし てくださ L、。

10. 本機をご使用にならないとき は、電棟、スイッチを切ってください。小;機の電源ス

イッチを切ったと きは、 10秒以.1-.たってから電源スイ ンチを入れてく ださL、。瞬

11寺に電源スイッチを 切ったリ入れたり すると、本機がiト.常に動作 しないことがあ

ります。
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11. -1ζ機をお手入れの際は、乾いたやわらかい布をご使JIJください。アルコール、べ

ンジン、シンナーなどJ軍発性のもの、ぬれたぞうきんなどをご{定例になると、 変

形 ・変色などの原凶にな りますヲ

12. 本;機に故障や異常(過熱 ・異臭 ・)E煙など)のあるときは、す ぐに使片lを<1'11:し、

'iltilJ京コ ドを抜いて、お'î~，、J-.げの!仮売柄、あるいはもよりのお告:様ご相殺;窓口

までごj主主各くださL、n

本機を長時間使月Jしたリ、同附f袋士fiやIi_没置 }ji去が適切でないとけが被れたりするこ

とがあります。

次の点にこ、注意、いただき、ごN!IIJくださ L、。

.:j;栄作する場所の明るさは新1mを読む程度がn< (500ルクスf.'，U芝)、 IIJJるい部分と

時い部分の差が大きいと ころはさけてくだきい。

・ii外の光や照明の光が、 1((1'をあるいはディスプレ イにば射して比えたりしない付

置に置いてください。

・テ ィスプレイ のい置はfIの r:'~ さよりやや低いところで、 1 1 より 40 -60cmの距離が

適当です。

・ディスプレイを長時川つづけて 見ることはさけてくださいラj主枕し て 111寺間以_I--

{史う場合は、途中でtlを休ませるよう にしまし ょう コ

本機に同梱されているもの

• rオーナ ス‘7 ニュア ル」、rBASIC解説書」

「初めてお使いにな る人のために」、rUTILITIES/APPLICATIONS MANUALJ 

・保証書、お存機ご相"実窓、11一覧表、ご愛川有力一 ド

・クイックテーィスケ(2 f'.o 

・電源コー ド

・家庭mテレビ接続ケーブル (75m

-スロッ トカノ〈ー

.7ァンクンヨンラベル
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ぐ第1章
J'¥ーソナルコンビュータ

MZ・1500の 世 界
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1. MZ-1500の特長

十数年前、数億円もして、数卜トンの怪物であ ったコンビュータが、その性能をは

るかにしのいで、こんなにコンパクトでかわいい姿に変身しました。

「コンビュータはムズカシイ!J というのも昔の話になり、今や生活の一部となりつ

つあります。

パーソナルコンビュータ MZ-1500は、新しいH寺代に合った身近で親しみやすいコ

ンビュータです。

MZのルーツをたどれば、 MZ-80Kに至ります。1978年のささやかなデビュー以米、

皆様のご好評とご支般のもとに、のべ10万台を越える MZ-80K/Cシリーズを送り出

すことができました。

また、その後継である、 MZ-700シリ ー ズもこ良子ii1をいただいております。

本機は、このような兄弟たちの特長であった

会家庭用テレビにつないですぐ使える手軽さ

会家庭用テレビ・ CRTディスプレイ・ドソトプリンタ・プロ ソタプリンタ・ジョイ

スティ y クなどの周辺機器を自由に選べる柔軟性

食外部記憶装置などを本体に組み込み、操作性を向上させたコンパクト，没JI

会メモリをオール RAMにし、自H3に使用できるようにしたソフトウ ェアの柔軟性

などを基本にし、新たに、

食カセ γ トテープにくらべてデータの入出力が速く、操作性のよいクイ ソクテ ィス

クを標準装備

安いろんな図形や絵が摘けるグラワイソク機能の強化

交多彩なfi二が作れる音楽機能の強化

公 RAM7ァイル・ボイス機能・漢字処期A などへの対応

会拡張基板用の内蔵スロットの装備

などの特長を追加しました。

いかにすぐれた性能をもっコンビュータであっても、上手に使っていかなければた

だの箱になってしまいます。

MZ-1500には、さまざまな機能や使いやすいソフトウェアなどをnJ怠しております

が、それを上手に使っていただくことが私達の聞か、です。
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コンピコータの使い }jに慣れるには、とにかく使ってみることです。まず本機にふ

れてキーをたたいて、コンビュータのiY:界にとびこんて"みてくださし、

そのうちに、ふと、 MZ-1500が、忠実なパートナーであり、働け体えのない親友の

I人になっていることに気づくことでしょう 。
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2 .本書の読み方

本機には、次の 4冊のマニュアル(説明書)が付属しています。

;1-1欠凶 Ii第 1章」、「第 2章」は、4:機の特長や各部のはたらき について説明 して

マ:::-;s.1'1レ|います。「第 3章」は、 BASICを覚え させる方法やキーボードの操作)j法

(本書)

について説明しています。

「第 4章Jは、本機の各部や周辺機器について、 「第5章」は、周辺機器と

の接続方法について説明しています。

「第6章」は、本機のハードウェアについて説明 しています。

「第 7章」は、付録として1:1:機などをのせています。

|謀議|本機を活用していただくための/フ |ウエアの Iつである 凶 ICについ

| て、詳し く説明しています。 BASIC言語の辞書と してお使い ください。

(テレビ)の接続万法やプロ グラムの入力方法などをやさして説明してい

ます。

ティソフ トについて説明しています。
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3 .次のような状態になった場合は?

次のような状態になった場合でも、故障ではない場合があります。次の点を確認し

てみてください。

状 態 チェックポイント

-カラーテレビの画商が -ケープルがテレビのアンテナ端子に正しく接続されています

きれいに写らない。 かワ (44ページ参照)

-チャンネルの切り換えスイ ソチのチャンネル (CHlか CH2)

とテレビのチャンネルが合っていますかヲ (44ページ参照)

-白黒/カラース イ yチが COLORになっていますか? (44べ

ージ参照)

-画面にカーソルが出て -ディスプレイ(テレビ)の電源は ONになっていますか?

こない -ディスプレイの電源コードはコンセントに接続されています

|間関に入力した文字が かワ

表/j"'されない。

-グラフイ ソクが表7Fさ -システムスイソチのスイッチ 3が OFFにな っていますか?

れない。 (12ページ参照)

-ブログフムの止め }jが . BASICのブログフムの場合は、 |SHIFT|キーを押しながら

わからなL、。 |BREAK|キーを押してくださ Po

-機械説のプログラムの場合は、リセ ソトスイッチを押してく

t!さL、。

-プログラムを読み込め . BASICのプログラムなのか機械請のプログラムなのかを確

ない。 めてくださ (..)0 I沈み込み方法が速います。 (22ページ参照)

. --般のカセ ソトレコ タを使って いる場合は、音量を変えて

みてください。

また、 J ステムスイ ソチのスイ ソチ Iを切り換えてみてくだ

さL、。 (12ページ参照)

-その他の異常(上の状 -リセソトスイソチを押して、もう 11生起動してみてください。

態がよくならない場

，EE入3、F 





第2章 各部の名称とそのはたらき

『第 2:京 各部の名称とそのはたらさ』では、パー ソナルコ ンビュータ MZ-1500の

!'i~紹介とし て 存部のはたら き などを説明し ています。

MZ-1500を今後親しく使っていただくために、まず各部の名前を覚えてく ださ L、。





I ff 1M I 
チャンネルスイッチ

(家庭用テレビ

チャンネル切り4臭え用)

白黒/カラースイッチ

コンポジッ卜端子

(専用グリーンディスプレイ接続周)

f広張ス口 y ト

システムスイッチ

オ ディオ出力端子

一般カセット IRGB端子

レコ ダ端子 IC専用力ラーディスプレイ
およびRG日付家庭用テレビ接続用)

ジョイスティ yク端子

RF端子

(家庭用テレビ接続用)

データレコーダ端子
(専用データレコーダ)

リセットスイッチ

電源ソケット

フレームアース

電源スイッチ

9 
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2 .各部のはたらき

匝E
電源ランプ

メインキーボード

削除・挿入キー

カーソルコントロールキー

デファイナブルキー

クイックテ。イスクドライ フ'

BUSY (ビジー)ランプ

E)ECTボタ ン

区画

:電源スイ ッチを入れると点灯しますの

文7・や記号ーを入力します。

:文字や記号のt:lni~長ーをします0

.文字や記号ーの仰li!.kーをします。

ー定義された文'f:ダIJを入力します。 (31ページ参照)

:プログラムやデー タの人出力を行L、ます。

:クイソクディスクの読み書き 中l二点灯しますの

:ディ スクホルダーをあけ ます3

電源スイッチ 電源の ON ・ OFF を ri-~ 、ます。

電源ソ ケ ソト 。付 l必の屯il~( コ ード を後続しますの

リセ ットスイ ッチ .本機を返ilhiON I侍のように初期状態に叫し ます。

7 レームアー ス :アース端 f

:i-1ニ拭ボリューム :スビーカーから:11る汗量を調終 します。

拡張スロット fJi:')t~川のJ針反を i以リ fJけますれ

チャン ネルスイ ソチ 一般家厄IIJテレビ寸妥奈川寺のチャンネルをt没Aします。

白熱/カラース イ ソチ : CRTテ ィスプレイの位矧に合わせてIl止Aします。

RF'1:;M子 :一般'ぷ縫川テレビを接続し ます。

コンポジット端子 lT川グリーンデ ィスプレイおよびH州象入力端千十lきの

テレビを般紙し ます。

RGB 端 T : I，~'川のカラーテA イ スプレイおよび RGBH きテ レビを

J在来えしま す。

一般カセ ッ トレコー夕、端子 :一般カセ ッ トレ コー 夕、を接続 します。

データレコーダ端子 ¥字削デー タレコー夕、を接続します。

ジョイステ ィック立高子 ージョイステ イソクを十まあtしますり

プ リン夕立市 f プリ ンタを嫉がしします。

オーディオ出力端子 1 オーディオ装置に接続します。 (lr楽+エラ_';"，')

2 オーディオ淡白に接続し ます。 (-fH'i+ボ イス)

外部出力端子 :拡張ユニ ットを接続し ます。
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3 .電源スイッチの入れ方

MZ-1500と周辺機器を接続して使う場合には、次の/11員序にしたがって電源を入れて

くださし、。

!吋辺機器の電源を ONにし て、がしし、て MZ-1500{>:休の屯i原を ONにしてくださ，'0 

① 周辺機器の電源を ONに します。

② MZ-1500本体の従il反スイ ソチを ONにします。

クイックディス クより BASICを読み込む ときは、 あらかじめ本{本にクイック

デ ィスクをセットし ておく と、 2互礼(，lON後、 BASICを，i先み込むことができま

す。

i+l MZ-1500本体の屯源を一皮切って、またすぐに定泌を人れる ときは、しばらく

(10秒以 u待ってから人れてく ださし、。

4 .電源スイッチの切り方

'<l1i原スイ ソチを切る前には、必ず次の点を確認し てくださI_.¥"

. MZ-1500本体のメモ リに 大切なプログラムやデー タが書き込まれていないかο

・クイ ソクテ ィスクドライブの BUSY (ビジー)ランプはii'iえているか。

・プロ グラムの実行が完全に終 fしているか。

・'41狐 スイソチを 切ると 、本体のメモ リ1--にあ るプログラムやデー タは消えてしま い、

11}び逗il反スイ ソチを人れでも心にはもどりません。

そのため、メモ リに大切なブロクラムやデータが書き込まれている とき は、プログ

ラムやデー タをクイ ソクディスクに書き込んでから'屯il[，[スイ ッチをυJヮて くださ

い。 クイ ソクディスクに書き込んだ内千訂土、 何度でも読み:l¥し てiωIJするこ をがで

きます，(fBASIC解説詐」参!!日)

・クイ ゾクテe イスクドラ イフ'の BUSY(ビジー)ラン70カ¥点灯しているときは、重h作i

'1'ですので絶対に'L正ilJi[スイ iソチを切らないでくださ， "、

また、プログラム実行'1'に屯il);[スイ ソチを切ると 、プログラム実行の結果が何られ

なく なるだけでなく、 IJ;([k[不lりlの トラブルが>]c!主する ことがあ ります 3
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5 .システムスイッチ

SYSTEM SW AUDIO OUT 

OFF慣IJ

4ょN.:JiJ
グラ 7 イァク

7' IJンタ

テ-.7

本機のiを1Mには、 1 -4までのシステムス イ ノチがあリます ， 1 -3のス イ ソチに

は二大のよう な機能があ ります

スイ ッチ 1 一般のカセッ トレコーダの極性切換

一般カセ ソトレコー ダ端子を使って、一般のカセソ トレコー夕、そ般紙

した場合の耐性をI;JJリ換え ます

カセ ソトレコーダへの読みit}きができない ときは、切リ換えてみて く

ださL、。 ¥47へージ参照)

スイ ッチ 2 プリンタインターフェイスの選択

プ リンタの インターフェ イス)jょにをセ ン トロニ クス十|ゾv占拠 )j式にする

か、 MZ 'Y川))式にするかを選択し ます。 ¥48へージ参)I({)

ON MZ-'.引11)j式

OFF:セン トロニ クス社ilq処)j式

※ MZ-IP08、MZ-IP09では ON

スイ ッチ 3 グラフィ ック表示の禁止

グラ 7 イ ソク'!:-t~ d;す るか、"&ぷを祭 11:ーす るかを jlil択し ます，

ON 夫.'J，を祭d.する

OFF : t~d;す る (通常は OFF)
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6 . クイックディスク

(1)ディスク

クイ ソ7ディスクは、 卜1';(1のよう lこハー トケー スにへ J ています デ fスケ本{本1M:'.

スシート )はト、ー十、ソ然レコー ドのようなJIJ ~段で、た 1(Ií( こは(1必1"1: 1本がコーティングさ

HていてNi践がrfC}まさ1しみようになりています ヘ ノド111:容からはえゐものがf，長31ノ

ートです、

ケイ ソクティ スクは、 ウセ ソト テ-7とI，;Jじように、 |山il(1Iを H~ すこと ができ ます、

ただし、カ セソ トテ-7がブロクラムやデータの.h'(_ん E!?きにfiI..分かかゐ のにnし、 ク

イノ 7テ ィス 7は、数秒から数 卜秒、で1j'うこ とができま「 ↑，'iN(千五lolj土、川 1M64Kノ、

イトあ り、l，f，ir(IIで‘ 128Kノ《イ トの↑fi却をt記録できま す

ヘッ ド用窓

A面害き込み禁止用ツメ

B1亘書き込み禁止用ツメ

A面ラベル面

ドライブ用ハブ穴

ディ スク ドラ イブにセ ノ|、し た とき卜弓イブの[111恥、中111が二 こに|山|うじされ、

シにに プ7イトヒンカ、1，1;1iとさHて、

ヘッ ド周窓

子デU イス7 イ本i斗(1本iをl'い川11川'1ψ|ドf似さ4せせl士.まj--

ウイト

“先ん slF き I I Jへノ 卜‘が こ の窓よりティ スク 本体に持fq~! し て ，b'，し な ， Ii うカ、 11 わHます

(注)ヘッ ド用窓の部分(滋気シート)には絶対に触れないで ください。
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(2)ディスクの挿入方法

ディスクホルダ に挿入している注意ラベルを取り出し、必ずお読みくださし、

BUSY(ビジー)ランプ

ディスクホルダー

EJECTボタン

① EjECTボタンを押しディスクホル夕、ーをあけてくださ L、。

② ディスクガイドに沿ってヘソド片j窓を前方にして挿入します。(親指と人近し指で

デ fスク両端をはさむように持ち、挿入してくださ L、。)

ディスクは Ai而と B聞の両而が使用できます。ディスク面表ノメまたは、ラベルに

従って持入してくださ L、。

③ ディスクが止まるところまで経〈押し、ディスクホルダ を閉じます。

ディスク方、イド下側へ掃入したり、持入i金rt'でディスクホル夕、ーを閉じたりしな

いでください。ディスクを損傷し、読み書き不良などの原因になリます。

注 1)クイソクディスクが読み書きを実行しているときは、 BUSY (ビジー)ランプ

が点灯します。この状態では絶対に E.JECTボタンを押さないでください。

注 21 クイソクティスクの動作エラーが多発する場合は、ヘ ソドのクリーニングをし

てください。へソドのクリーニング後も動作エラーが発生するときは、お買い

上げの販売席、またはもよりのむ存様ご相日車窓11までご連絡くだきい。

(ヘ ッドのクリーニンク方法については 95ページ参照 )
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(3)書き込み禁止用ツメ

書き込みj斉のディスクの内芥を誤って消去しないように似謎するためのツメで、この

ツメをドライパーなどで折って取リ除いておきますと、 :ヰき込み (SAVElが禁

止されます。ただし読み出しはできます。

付属しているマスターのデ ィスクは、すでに このツメを折つであ りますが、誤操作に

よるトラブルを避けるためですの

クイ ソ クディスクは、 A I師、 BI而に刈し日IJ 々に許き込み祭 d~ を行えるよう、書

き込み禁止 iHツメが AIfu刷、 Brfij件!とそれぞれ別々にあ りますの

実際の記録而と、デ ィスク凶i表子T~ との I~J係は逆となっていますのでごi主，己:ください。

(ディスク而表示の左償にあるツメを折るとその尖fWJの記録l而に対して書き込

み祭l上となります)

必註ごスク面表示

A面用ラベル A面表示
//  

/Q  
ヘッ ド

いったん書き 込み祭lUHのツメを折 っ たティスクに付し、 IIJ度内き込みを h~ 、た

し、場合は、セロワァンテープなどを卜"[";(1のように耐fl!IJからはさみこむようにl!lj付

けてく fごさ L、。
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一一一一ディスクの取り扱いに対してのお願い一一一一

1. ，色、J敢なili.'d芝、温度の変化はさけてください、結践をおこしエラーの原|人!となりま

す。

2. 般公シートには絶対に予を触れないでください。

3. テ ィスクに{i#ィiをilJ:つiltることはキ色付にさけてくださ L、。総3tをおびたものをilJ:

つけるとティスクに活き込まれているプログラムやテータが{政岐されますので、

¥む;くださし

4 ディスクを [111げたり、十Ir勺たりしないでくだきい円読み書きできなくなる場合カ

あります内

5. ディスクをI'1.'川しないときは、必ずエンベロ - 7 ((1~ ， ì住袋)に人れ、収納材!など

に t1í' i!(に山:てて大切に f1~;ì~; してください。

6. ドライブ装計には、 lトーしい Jj[r'Jにていねいに州人してください。

.{]I1もiicHされていないディスク (ブラシクディスク )をお求めのF祭は、本機をお民

い l牟げのI!反先r，trでお貰いボめください。

〔品評]・MZ-6F03 (ブランクディスクIt'O



第3章 BASICを覚えさせよう

~ eli 3 f;';: BASIC を覚えさせよう 』では 、十:~J~ (:~波備のプロタラム， j-~~行である BASIC

をMZ-1500に覚えさせる }J法や、キ ボー ドの操作Mtについて説明し ていますn

BASICをマ:ぶた灼に も、ぜひキーボードの使い }jに慣れてくださ い。
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1 .さあ、コンビュータの世界へ出発しよう!

人聞は、表情や言葉で意志を伝え合います。コンビュータには、意志というものは

ありませんが、私達が指示した命令に対しては、すぐに答えを送り返してくれますれ

コンビュータと私達が会話をする場合、一般的には、キーボードを使ってコン ビュー

タに指示を与え、コンビュータはディスプレイ (TV画面など)，こ指示された内容を表

示したり、結果を表示してくれます。このよ うにして私達は、コン ビュータとの会話

を進めて行くわけですが、このような};"式を会話式 (対話塑)処理といいます。

コンビュータと自由自在に会話をするには、あせらず、 7 イペースで、 何担lでもコ

ンビュータに話しかけてみて〈ださい。きっと 、すは、ら しL叶It界があなたの自のl前に

広がるでしょう。

• BASICの世界へ

私達人間に言葉があるよ うに、コ ンビュータと対話をするには、コンビュータが問

解できる言葉を使わなければなりません。そのL.i句集の lつが BASIC(ベーシ ック)と

呼ばれているものです。

S.A.S・l・C
Begin虫色型と胆旦笠豆皇E恒li三 Instruction Code 

ビギナーズオールパーパスシンボリックインストラクションコード

(宇刀心省向きで あらゆる目的に合う 記号を使った 命令語)
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このほかに も、私達が使う J葉に、11本語、英語、フランス説といろいろあるよう

に、コ ンビュータの託業にも、 BASIC、 FORTRAN、 COBOL、 PASCAL、 PL/I 

といろいろあります。そのなかでも、BASICは数々のすく れた特長を持つ、パーソナ

ルコンビュータ用の ri策で主に次のような特長があります。

*言葉使いが英語に近くやさしい

*コンビュータと会話しながらプログラムを作るニとができる

(BASICで、使われる単語の数は、せいぜい数卜です。文法も簡単で、抗りも、すぐ

にコンビュータが指摘してくれます円これらのことは、あなたがコンビュータにさ

せたいことを書いた命令書(プログラム)を作る上で、たいへん重要です。)

このように、パーソナルコ ンビュー タを使いこなすには、BASICを学ぶことが、も

っともやさしく、早い Ji法だといえます。
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2. BASICを覚えさせよう

-クリーンコンビュータとは?

MZ-1500は、クリーンコンビュータです。このクリ ンという立l味は、 1t~初コン

ビュータの到の中は、空っぽということですのしたがって、 111似スイッチを人れて、

すくい働かせることはできません。 スイ ッチを入れて、次に、，-;柴 を'1'tえさせてやる

ことが必要です。これは一見、めんど うなよ うに思われますが、次のような大 きな

利点がありますο 例えば、 BASIC 以外のt" i. .~ を j'どいたいとします。そうすれば、行7

望するバ柴をコンビュータに覚えさせることができますJ すなわち、あなたが千百む

バ葉を、白山に走らせる可能件.が大きいのです。

本機には、次の 2枚のディスクが付属しています。

臼マスターティスク (1) 

A而・・・…BASICなどが記録されているの

B面…・・・ユーティリティソウトなどが記鈷されている。

A面ラベル

回マスターディスク (2) 

A耐…・・・ユーティ リティ ソワ卜などが記録されているの

B出・・・ .Mも記録されていない(ブランク )

A面ラベル

・BASICの起動方法(クイックディスクの場合)

日面ラベル

日商ラヘル

ディスクは、 i4. BASICをコ ピーしよ うJ (34ページ)でコピー したディスク を

使用してください。

844ページの説明にしたがってディスプレイ(テレビ)を接続してくださ L、。
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• MZ-1500本体の後rMにある'必似 ス

イ、ノチを入れるI苅にクイ ックテ'イ ス

クに BASICの人ったテーイス クをセ

ッ トして くださ"， (BASIC がJ~j，~

さ れ ているディスク 聞の表IJ~ ヵ、 L

jHlj ) 

OMZ-1500本体 の 'ili:i除ス イ ソチを

ONに してく ださい。

クイ ソクテ、イス クの BUSYランf

が点

U 

BASICの 人ったディ スクを本体

に セ lノトしない で '，!ti原をONに

すると 、 MZ-1500からメ ソセー

ジがiきられて きます。(22ページ参

照)

円
l
v

クイックテ ィスクに BASICの入

ったテ世イスクをセ ッ トしたf麦、 メ

ノセージに したがって、Qと入力

して くだ さいの クイ ソクデ ィスク

の BUSYラン70が点灯します。

日
ミミJ三二

8BASICが MZ-1500に読み込まれ、|由irl'liに次のl人j芥が至近ノJ;されます。

BASIC interpreter MZ-5Z001 VX. XX 

C 0 p y r i g h t (c) 1 9 8 4 b y 5 H A R P C 0 R P. 

XXXXXbytes free 

R e a d y 

毘 ←カーソル(点滅)

これで、 MZ-1500が BASICI j";i{t を'~".!:えましたn

それでは、二大に キーをtl[lしてみましょう 。

BASIC fおf;についての詳しい説lリjおよび使いちーは、日IjjllJ-の iBASIC解説書」 をご

覧 くださ L、。
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.SASICと機械語の起動

MZ-1500は使う言語によって動かし/Jが違ってきます。下の表にしたがって動かし

てください。

自分でプログラム BASIC言語が記録されているクイックディス

を作る クをセソトし電源を ONにすると、 BASICが

コンビュータに読み込まれます。
BASIC これを、 BASICを起動するといいます。
フ。ログラム

の場合 応用フ。ログラムを 自分でプログラムを作る場合と同じように

使う BASICを起動し、 LOAD命令を使ってプログ

ラムを読み出します。(rBASIC解説書」参照)

自分でプログラム テ。イスクをセソトせずに献を ONにし、回

を作る キーを押すと ROMモニタの入力待ちの状態に

機械語
なります。モニタコマンドを使ってプログラム

フ。ログラム
を作成します。(注2) 

の場合 応用フ。ログラムを 機械語プログラムの記録されたクイックディス

f変う クをセットし、'屯j版を ONにすると自重力的に 7"

ログラムが実行されます。

注1)BASIC言語も lつの機械語プログラムとして、クイ ックテ ィスクJ:に記録さ

れています。

注2)電源を ONにすると、まずフ ロ ンピーディスクをさがし、もしセットされてい

なければ、 クイックテ酔イスク」ニの7"ログラムをさがします。

もし、どちらもセ y 卜されていなければ、次のメソセージを表示し、どの装置

からプログラムを読み出すのかをたずねてきますので、その装置の名前を人力

してください。

Make ready QD  

P I e a 5 e p U 5 h k e y 

F :Floppy disk一一一一一+フロソピーディスク

Q Quick disk一一一一一一一ークイ ックディスク

C C a 5 5 e t t e t a p e- Pカセソ トテープ戸

M : M 0 n i t 0 r ROMモニタ

(rBASIC解説書」参照)
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3 .キーボードの使い方

プログラムや命令を入力するにはキーボードを使います。 したがって、キーボード

はコンビュータと対話するための大切な手段となりますので、使い方に卜分慣れてお

くことが必要です。

キーボ ドは、次の 3つの部分に分かれています。

①メインキーボード

②編集用キー

③デファイナブルキー

③ 

① 

v ~nu~~ 

巨ヨ i② 

雪

※キーをれl'しつワけているとi'I動的にそのキーがくり返して人力 :されるオートリピー

ト機能があリます円(33ページ参!!日)

本書および 'BASIC解説脊」の'1'では、キ一入力のしかだとして、次の略式を使つ

ていますの

I SHIFT Iキ ー十回:区HIFT Iキーを押しながら囚川ーを入力。

'-1111しながら

匡 亘E キー了囚 :直亘E キーを押してから囚のキーを入力。

」ー押したのち
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(1 )メインキーボード

メインキーボードは、英数字やカナ、ひらがな、グラフイソクなどのキャラクタを

入力するための通常キーと、特殊キーとで構成されています。

-通常キー :英数字、カナ、ひらがな、クラ 7 イソクなどを入力するためのキーで

す0

・特殊キー :コンビュータをコント ロールしたり、通-m.キーに下記のモードを設定

した りします。(C二コの部分)

スペースキー

①モードの種類

通常キーには、それぞれいくつかのキャラクタ (文字・記ーザ)が拙かれています。

そのキャラクタのどれを入力するかは、各モー ドの選択によ って決めることができま

す。

.ノーマルモード……・…・起動時および リセットをかけたときのモードです。

英数字の大文字 ・小文字および記サを入力する モードで

す。

.カナモード……ー…...・...キーの前面左側に捕かれているカタカナの大文字 ・小文

字を入力するモー ドです。

.グラフィックモード・…ーキーの前面右側に錨かれている凶や表を作ったりするた

めのグラフィック記号(およびi英守:)を 入力するモー ド

です。

・ひらがなモード…………ひらがなの大文字 ・小文字を入力するモードです。

※キーボー ドの一番手前のスペースキーを押すと、どのモードの場合でもスペース

(空白)が入力されます。
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2つのキ を例にとって、モードが異なるとき、どのようなキャラクタが入力さ

れるのか見る ことにしましょう 。

(例 1) 

ノーマルモード

(起動H年・リセ ッ

ト時直翌日キ一
人)J時)

(大文字)C 

.1 SHIFT 1キー+

囚 (小文字) c 

(例 2) 
ノーマルモード

(数Tl 7 

・仁盃Eコ キ十

日 (英数字)y

ちの

一

し

・
キ
ヨ
l

ド
司
直

J

O

-

-

e

l

々
ノ

モ

-

ク

キ

イ

ツ
一
l
一

フ

川
一
件
一

ラ

っ
一A
一

ク

ラ

-
R
一

(

グ一

G
一

カナモード

[illキ一回キー

(大文すー)ツ

1 SHIFT 1キー+囚

(小文字)γ t_押しながら

ひらカずなモード

仁豆 亘コキ +1 11"tヨキ一 回キー

(大文'()つ

.Q:亙日キー十 回

(小 文'j-:)

グラ フィ ックモード

(漢字) 1: 

カナモード

(大文字)ニ

(ひらがなモード
(大文字)に

なお、テ ィスプレイ l噸 1--のカーソル削は、 ノーマルモードでは園 、クラ7 イソク

モー ドでは目、 カナモード・ひ らがなモー ドでは. が川崎しま す。

iJ.lカーソルとは、l由11而LてJ大にキ一人力できるい出をがしているt'/l (/，(減)です、
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③各種モードの選択とキーの配列

.ノーマルモード

起動時およびリセ ソト時、または医丞]キ一入力後に各キーを押すと、下図の仁コ

部分のキャラクタが入力されます。

仁亘1FT Iキーを押しながら、キ を押すとぺ一入力されるキャラクタは下院lの

Eコ部分のキャラクタに変わ リます。また、アルフアベ ットキーは、小文字が入力さ

れます。
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.カナモード

1:t.J1"1キーを押すとキ一入力モードはカナの状態となります。カナは5印0音劃剖削11川I1慨|

つ刊てお訓tり)、キ一入力されるキャラクタはf'"医!の口部分になります。また、 仁記 ITJ
キーを押しながら、回、回、司、回、圏 、 回 、 回 、 目 、 困 を 押 す

と、カナ小文字のァ、イ、ゥ、 L 、ォ 、 ソ、

合、それぞれ 「、」、 '0J が入力されます。

ヤ、 二L 、 ヨが入力され、[18、[8の場

※カーソル旭川減し、モードをノーマルモー ドに戻すには直Eキーを仰しま

す。

.グラフィックモード

E亙亘ゴキーを押すとキ一人;Jモ ー は ク ラブイ ソクの状態となります、キ一入力

されるキャラクタは↑閣の仁コ部分になります。また、編集用のカーソルコントロー

ルキーは園、園、園、園、と入力され、巨亘己キー (クリアキー)は圏、仁亘垣Eコ
キー (ホームキー) は固と入力されます。

i晶
編集用キー

※カーソルはEEが点、i威し、 モードをノーマルモードに戻すには直言]キーを押しま

す。
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.ひらがなモード

仁亙Eコキーを押しながらffiJキーを押すと 、ひらがなモー ドとな ります。キー

ボード上には、ひらがなの怖かれているキーはありませんが、カナモード時のキー配

列と同じです。カナ文字の「ア」がひらカ初「あ」となります。また、仁亘1FT I 
←を押し ながら、ヨユ[8.[1コ、直]、匡]、巨コ、巨〕、直]、巨ゴをtqlす

と、ひらがな小文字のあ、ぃ、ぅ、ぇ、ぉ、っ、ゃ、ゅ、ょが入力され、圏、困

の場合それぞれ「、」、 r0 J が入力されます。(ひらがなモー ドは、両|面上のみ対!心，:)

※カーソル旭川減し、モードをノーマルモードに反すには直Eキーを押しま

す。

注) カナ小文字およびひらがなは、 プログラム リスト (rBASIC解説書」参照)では

大文字またはカタカナとして表示され、文字の前後に )L顔印のシフトコードが表

示されます。また、プリンタの/H1Jや涼しいことについては 94ページを参照し

てください

〔例〕

戸o PRINT l abcit>L¥-j" 

よユ
「 @AB-
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伝

E機

)
の

一
一

一一

キ

キ
一
寸
一
ト

殊
一
川
一
フ

特
一
型
シ

⑤

一il
」
(

千キキ のシフトポジ ション にあるキ ャラクタ (文rλ J己
りう を入力するとき に使 うキーです。

ノ-7ルモート、のときには、アルワ ァベ ソト の場合は !Ji:.

小文字を、アルファヘソト 以外のキーについては、キー

の1-.filSに拙かれているキャラク タを入力します 力十モ

ー ト、およびひらカ、なモー ト、の場介はそれぞれの小文字が

人力されますご

[f::J3J 1行のデータ人)jをiJうキーですojtl按モー ドの ときは、

(キャリ ッジリターンキー) このキーを押すことに よ りコンビュータは笑行をはじ

め、1111持モー ドのときには、そのfJーのデー タがメモリに

附されます。[国 キーを押すと 、カーソルは;j(c7)hの

先蝋に干名動しま す。

ヨ亙孟コ
(ブレークキー)

E亘旦コ
(グラフィックキー)

ヨE

直室口

仁豆豆コ
(コントロールキー)

ブレークコードを入力し ます BASIC'7ログラムの実

行中、デー タレコ ーダの コ ン トロー ル 1-1:1な どに、

仁亘illキーをtlllしながら このキーを押すと 、ブロ ク

ラムやコ ン トロールを中止する ことができます。

グラ7 イソク モー ドにするキーです3 グラ フイソ クモー

ドでは、九キーの前1m右側にあるグラフ イiソクパターン

が人1)されます。ノーマルモ ドに灰すには I ~~ I キー
を押 します。

カナモー ドにするキーですc カ十モー ドでは、みキーの

iiij凶i左側にあるカナが人})きれま す》 ノーマルモー ドに

叫すには直望日 キーを押します、

作モードから ノーマルモードに民すキーです守

ひらがなそー ト‘に切り換えるときなどに使い ます。

コントロールキーのくわし い使い んは32ページを参照く

だきい、
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(2)編集用キー

キーボードの右側にある矢印のついた 4側のキーは、|出i商卜ーのカーソルを移動させ

るためのコントロールキーです。上下左右の各Ji向へそれぞれカ ソルを移動させる

のに使います。l断面上で色7"ログラムの修正 (スクリーンエティション)などを行うと

きにf阜、ます。

I INST I I DEL I 
カーソルキーの上部のトー」三二土ーイトて三三三=---1キーは、それぞれ次のような機能が

I CLR 、IHOME I 

あります。

ヨE
通己

カーソルの位置に空白を挿入(insert)し、右側に続く文

字を 1'1=分右側へ移動させます。

カーソルのすぐ左の文字を消去 (de!ete)し、右側に続く

文字を 11=・分左側へ移動させます。空いた右側はスペー

ス(索開1)となります。

弓帝 干寸 +い NS工」函i面の表示を消去 (clear)し、カーソルが左上すみに移
」三~'I CLR 動します。ただし、それによ ってプログラムや変数の内

手手は変わりません。

巧扇子寸+仁 豆 ロカーソルが画面の左上すみ (home)に移動します01CLR 1 

」二二L ー」 川-IOME 1 と違い、岡両の表示を消去しません。
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(3)デファイナブルキー (definablekey) 

|同町「川町市|卜場所

|II己口口口口|ラベ

メインキーボードのいこ並んでいる固から固までの名前のついた 5つの青い

色のキ をデ7 ァイナプルキー (定義できるキー)と呼びます。

これらのキーは BASIC起動時に定義されますが、自由にこれらのキ の機能を再

定義して使うことができますれ流しくは、 'BASIC解説書」 の DEFKEY命令を参照

してください。

BASIC起動時での設定は次のようになっています。

巨] : " R U N~~~" + C H R $ ( 1 3 ) 

匡記 " L 1 S T" 

E記 "AUTO"

匡記 : "RENUM" 

巨亘 " D 1 R~" 

仁面]ill+[fJJ:" CHR$(" 

仁恒E口+匡罰 : "DEF~KEY (" 

仁面1FT1+匡司 : "CONT" 

仁記1FT1+園 " SAVE~~" 

仁盃己+園"LOAD~~" 

注)仁面1FT 1 +巨 (1~5) 1の+ii、亡亘1FT1キ を押しながらデファイナブル

キーを押すことを示します。

また、]はスペースを表わしています。

-デファイナブルキーのラベルのセット

付属のファンクションラベルをデファイナブルキーの後方にあるラベル格納場所に

セットしておくと使利です。(上図参照)j~明ラベルカハーを引き出し、各デ7 ァイナ

ブルキーに対応する定義内存を書き、セットしてくださ L、
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(4)コントロールキーとコントロールキャラクタの使い方

仁豆亘コキーを使用するときには、まず仁豆Eコキーを押しながら、表中の文字:

のキーを押します。このとき出力されるコードは、下表のよう なアスキーコー ド

(rBASIC解説書」参照)と対応しています。実際に、 PRINT命令でこのアスキーコ

ードを山力する と、キーから入力したときと同様の効果を得る ことができるものには、

表中に事マークをつけています。

コントロールコード一覧表

EF|アス国一 ド

F 6 

牢

*

*

*

牢

7
・
R

u

q

d

A

H

V

可

i

'

i

'

I

1

A

q

L

n

L

 

Q

R

S

T

U

 

v

w

x

Y

Z

 

22* 

23* 

24* 

25* 

26牢

処理内容

コンソール、パレットの初期化を行う。

英数モードのとき英小文字と し、カ十モードのと きひら

がなとするの

J失数モードのとき央大文字とし、カナモードのと きカタ

カナとする。

キベ.1) ソジリターン (ICRI)

巨亘キーを押す。

カーソルを↑へ移動する。(囚)

カーソルを 1--へ移動する。(囚)

カーソルをい移動する。(日)

力一、ノルをわ移動する。(日 )

コンソ一川町 一ムN置へ移動する。ι HOMEコ )

コンソールl竹ハソクカラーでクリ アする。(ICLR1) 

グラフイ ソクモー ドにする。(区画百コ)

l文字仙をあけるの岨司)

英数モー ドにする。(直至。)

カナモードにする。(直 :D)
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(5)オートリピート機能

キーを押しつつけていると自動的にそのキーが くり返して入力されます。

オ トリピートが有効なものは仁コ部分のキーです。

宮司包囲

同
圏
百
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4. BASICをコピーしよう

BASIC言語が入っているクイソクディ スク も、長い間使っていると傷がついたり、

汚れたりして、使用できなくなることがあ ります。また、誤って内容を書き換えたり、

消してしま うか もしれません。

このようなときのために、付属のクイックディスクの内容を別のクイ ックディ スク

に記録しておきましょう。(このように、あるディスクの内容を別のディスクに記録す

ることを"コピーする"といいます。)

必ず、付属のディスクのコピーを作成し、通常の使用にはコピーの方をお使いくだ

さい。付属のマスターディスクは大切に保管してください。

BASICの記録されているマスターディスク(1)を@、新しいディスクを@として説明

します。

① まず、 BASICをコピーするための新しいディスク を用意してくださ L、。(お買い

求めについては 16ページ参照)

② i 2. BASICを覚えさせよう J (20ページ)の手順にしたがって、 MZ-1500に

BASICを覚え させます。 (0のディスクを使用)

③ キーボードの上にある青い固←を押し、次に右下にある園キーを押しま

す。 (DIR圏 のキー操作と 同じ)

画面に下記の内容が表示されますので、キーボー ドの右にあるカーソルキーの

囚キ ーを 3回押してカーソル(園)をOBJ" QDCOPY "の左に移動し、青い

回キーを押し ます。(RUN" QDCOPY "園の操作と同じ)

DIR 

DIRECTORY OF  QD・

OBJ 

BTX 

"BASIC 5Z-001" 

"AUTO RUN" 

す押固

y

を

J

J

d

-

B

B

a

キ

酌

o
h
園
田

F
K
P
K
F
¥
 

す長、回 "QDCOPY" 

"DELETE" 
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④ 酬が次のよう に変わり ます。@ のテ ィスクと@のテ事イスクを入れ換 え 、 回の

キーを押しますの

.A而表示(⑧表示)を上にして人れてく ださいの

(注)ディスク踊表ポと記録I爾との関係は逆になっていますハ(15ページ参照)

ト一一一ー

r園

QD For m a t /C 0 p y u t i I i t y 

[FunctionJ 

F......Format disk 

C.…・・C0 p y d i 5 k 

!……B 00  t 

[Command areaJ 

v x. x x 

すると、 " Set format disk，金 anykey "の表ポが出ますので任意のキーを押

します。

クイ ックディスクの A函の内谷は消され、フォーマット設定 (クイ ックテ、イスク

へ記録するための準備)が行われます。

( ウォ -7 ，~ ト設定が行われていないディスクには、記録ができません。)

(注)すでにプログラムなどが記録されているディスクにコ ピーする場合は、その

内容が消されますので注意してくださし、。

⑤ " OK! "の表示が出たら回同ーを押します。

すると、"Insert，source disk，金 anykey "の表示が出ますので、 . と@ のデ

ィスクを入れ換え、任意のキーを押します。

.A面表示を上に して入れてく ださい。

そう する と、.のディスクの A面の内容が MZ-1500本体内のメモリに読み込ま

れます。

⑥ 次に "Insert destination， .:1: any key "の表示が出ますので、.と@のディスク

を入れ換え、任意のキーを押します。

.A面表示 (フォ ーマ ソト設定した両表示)を上にして入れてくださ い。

⑤でメモリに読み込まれた内容が@のディス クに書き込まれます。
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⑦ これで BASICの入っている A而のコピーは終了です。

ヨHIFT Iキーを押しながら回キーを押して、ティスクに書き込まれた

BASICが読み込まれることを確認してください。(後而のリセ ットスイ ッチを押

すのと同じ)

B面のコピーも同じ手順で行うことができます。



第4章 システムの概要

『みr:;4 -.，;rl， ンステムの概要』では、 MZ-1500のD-，'I'I吋J}，'ij辺機irffについて説明してい

ます。

MZ-1500に接続できる周辺機25などについては、 この王子:をお読みください。
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1 システム構成図

MZ-1500のシステム構成は下図のようになっています。
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2. CPU (Central Processing Unit =中央処理装置)

コンビュータの中枢にあたる部分を CPUといいます。この CPUは、メモリより命

令を取り出し、実行段階でその命令を解釈します。そして、その命令内容に1.ιじて各

絡の制御を行うことを主な働きとしています。CPUは機能上、次の 3つの部分から構

成されています。

与えられたデータに対して各附の計算を行う。

プログラムを解説して命令に対応した動作を行う 。

lつのデータのみを記憶するl川路併て¥それぞれ特定の用途に使用。

本機では CPUとして、 Z-8OAという LSIをクロ ソク周波数3.58MHzで使用して

います。クロックとはある極の基準信号で、 CPUの動作は、その内蔵する基準信号に

合わせて行われます。

1:"'1':1"'.'14，634 
E ‘ SHARP ヲ"'" 圃

¥. .芳、" ;¥ V t，¥" ¥) 

Z-8OA (実物大)

3 .メモリ(記憶装置)

メモリはテータやプログラムなどの情報を記憶する働きをします。 メモ リには、コ

ンビュータ本体のいl路に組み込まれている主記憶装置(メ インメモリ)と主記憶装置

に党え切れない情報を記憶する外部記憶装道とがあります。外部記憶装置としては、

クイソクティスクや値気テープなどがあ ります。 メモリの大きさにはバイトという単

付ーが使われ、 KB (キロバイト)、 MB (メガバイト)で表します。

メモリは機能1:， ROM (リードオンリメモ リ)とRAM (ランダムアクセス

メモリ lで権成されます。

-従j原を切っても情報は消えない。
ROM 

-書き込みはできない。

-書記I原を切ると、それまで記憶していた情報はすべて消える。
RAM 

-自由に書き込める。
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4 .クイックディスク

プログラムやデータを記録できる外部記憶装置です。カセソトテープでは、 :H1Jや

入力に数分もかかるような長いプログラムやデータでも、クイソクディスクでは、数

秒から数十秒で行えます。

クイックディスクは、直径2.8インチ、といった小型ながら、凶il(fiで128Kノ〈イトの

記憶容量を持っています。

プログラムファイルのま録は、最大32ファイルまて‘行うことができます。

5 .キーボード

キーボー ドは、コンビュータに文字や数字、記号を入力する装置です。パーソナル

コンビュータの場合、 CPUが人聞の1I尚にあたる中叡部なら、キーボードはその中軟に

直結する人聞の耳や自にあたる重要な機I ~J です。 キ ボード Iのキーの操作で文字や

数字、記号を入力することによ り、コンビュータにプログラムやデー タを与えること

ができます。

6. CRTディスプレイ (CRT:fJソー ドレイチューブ)

CRT ディスプレイは、一般のテレヒと同じようなブラウン~~; を使HJ した W )j表示装

置で、文字やグラフイソクパターンを凶i而iに表示します。コンビュータを操作したリ、

プロクラムの実行結来を見たりするには、も っとも簡単でわかりやすいためノfーソナ

ルコンビュータでは、ほとんどの士碁合 CRTディスプレイを使ってねーわれています。

7 .プリンタ

プ リンタは、 CRTディスプレイとら]じく tB1;装置のー純です。CRTディスプレイ

に出力されたものは消えてしまいますが、プリンタは紙 1:にr:Wfつするので、 :1¥1;され

たものを保存してお くことができますの

本機では、

・80ケタドットマトリクスプリンタ (MZ-1P08)

・カラープロッタプリンタ (MZ-1P09)

などが使用できます。
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8 .データレコーダ (MZ-1丁目)

外部記憶装置として、カセ ットテープにプロ グラムやデータ を磁気記録し ます。

また、専用データレコー ダ (MZ-1T031のかわリに一般のカセ ソトレコーダを按枕

する こともできます。

9 .各種インターフェイス

MZ-1500本体と各陣周辺機器の問で、データの受け波しゃ周辺機器の制御を行うも

のです。本機には次のインターフェイスが標準装備されています。

• CRTディスプレイインターフェイス

-キーボードインターフェイス

・クイックテ'ィスクインターフェイス

・カセットインターフェイス

・プリンタインターフェイス

・ジョイスティックインターフェイス

10.拡張スロット

練中ーインタ フェ イスの範囲で使えない周辺機器などを綾続するためのインターフ

ェイス本板や、漢字 ROMボードを取り Hけます。本体の後而にあるカハーを取 りは

ずし、拡張用の本版(1枚のみ)を婦人し ます。

11. RAMファイル (MZ一1R18) 

プログラムやデータを、ク イ ソクディスクなどと r'iJじようにファイルiji.fιで RAM

J:.に読み書きする ことができますω ただし、本体の屯i以を切るとブ'ログラムやデータ

は、消えてしま います。

12. ボイスボード (MZ-1M08)

i'i:声合成によリ指定した文字列をスピーカよ り発声させることができ、発声のス ピ

ードをi主くした り、巡く したりすることもできます。また、最初からボイ スボー ドに

覚えこませてあるいろいろなメ ソセージ (ことば ・戸.t"， . 1111)を発戸します。ただ

し、メ今セージの発戸スピー ドは変えることはできません。ゲームなどで、このボイ

スボー ドを使用し てしゃべらせる と、より おもし ろくなリます。
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13. ジョイスティック (MZ-1X03)

前後左右に動〈スティック(俸)を操作して、 l尚而上のカ ソルを移動させるこ と

ができます。また、テ、イ スプレイ装置のス クリーン上のも〉ー置を折定したり、 ";(J形を入

力する場合に使います。ゲームなどに干J]I日するとおもし ろい使い)jができます。

14. 拡張ユニット (MZ-1U08)

拡張肘の基板を 2枚以上取り付ける場合に、本体側の拡張スロ ソトとこの拡張ユニ

ットに取 り付けます。

拡張ユニソ トには、拡張用の基板を 2枚まで取り付けるこ とがで きますの

(注) MZ-700シリーズ用の拡張ユニ γ ト (MZ-lU03)は使用できません。



第5章 周辺機器との接続

『第 5章 周辺機器との接続』では、 MZ-1500本体と各周辺機器との持続行法につ

いて説明しています。

まず、接続)J法についての説明をよくお読みくださ L、。 s
接続の際には、必ずコンビュータ本体と周辺機器の電源を OFFにし、電源コード l

をはずしてください。
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1 .ディスプレイとの接続

(1)家庭用テレビとの接続

付-}f.J1;の家庭用テレビケ ブルのプラグを、本体後面の RF端子へ蒸し込み、もう一方

の y ~ilti子を家庭用テレビの VHF750 アンテナ端子へ接続してく ださい。

MZ-1500後面 家庭用テレビ後函

@ 

本体後1Mのチャンネル切リ換えス イッチを、家庭用テレビてのυ1:使われていない方

のチャンネル、 1または 2に切り換えますの(地}Jや場所によ って仙川されていないチ

ャンネルは異なリます。)右どな りのi'I黒/カラー スイ ソチを COLOR(カラー)側に

切り換えます。 (II黒テレビの場合は B/W (白黒)l111J) 

家庭用テレビをディスプレイとしてご使用のときは、テレビのアンテナ線は必ず取

りはずしてお使いください0 ・1(;亨IJに機統しますとコ ンビュータからのいザが逆にア ン

テナより申fti射し、{也のテレビに妨'占てを ツえます勺

一般家庭片Jテレビをご使用の場合、次のJ点

. 家H庭筆j川川!日J テレビ を按統H時寺は 、~f.I日デ ィ スプレ イに比べて色、副質がおとります。また 、

調終ずれのあるテ レビをお使いになったとき、 l由IIITiiヵ、正常に出なか勺 たリ、色がつ

かないことがあ ります。調終には、微調援、色あいなどのツマミでi調幣ください0

・ご使川になる テレビに よって画面の一部がかけることがあります3 これはコ ンビュ

ー タll11J4>:体の問題でなく、テレビによ って水平周期・垂直周期lの設定が異なるため

です。おn-、求めの販売1古へこ‘相，;点 ください。

. MZ-1500からの出力は750です。やむをえず他のケーブルをお使いの場合は、必ず

750のfiiJ納ケーブルをお使いくださ い。

. RF端 fーより吟声信号は出ていませんので、テレビlWUに古声は出ません。テレビの音

声ボリュームは、も っともしぼった状態でお使いください。
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(2)専用 CRTディスプレイとの接続

MZ-1500には、本体後函に 2つの専用 CRTディスプレイ用端子があ ります。2つの

うち、コンポジット端子はグリーンディスプレイ用、 RGB端子はカラーディスプレイ

用ですから、ご使用になる CRTディスプレイに合せてケーブルを核続してください。

なお、クリーンディスプレイを使用される場合は、コンポジソト端子の左どなりの白

黒/カラースイッチを B/W(白黒)恨IJにセ ットして ください。(ケーブルは、 CRT

ディスプレイに付ー属しているものをご使用ください。)

カラーディスプレイのケーブルには、 -fjに丸形コネク夕、もう一万に角形コネク

タが付いています。丸形コネクタを本体側に、角形コネクタを CRTディスプレイ側に

按絞します。

CRTディスプレイ

M Z-1 004 
MZ-l0158 

コネクタIf3状 (CRTI則)
ピンコネクタ

角If38ピンコネクタ

白黒/カラースイソチ

B/W 
COLOR 

主主) RGB端子付きのテレビには本体の RGB端子から、 i映像人力端子付きのテ レビに

はコンポジソト端子から接続することも可能です。

CRTディスプレイ後函

ピンジャック

MZ-1500後面

コンポジット端子 (VIOEO端子)

使用ディスプレイに合わ

せて、コネクタを接続し

てください。
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2 .データレコーダとの接続

(1)専用データレコーダ (MZ-1T03) との接続

専用データレコーダを接続する場合は、本体内部にあるジョイントコネクタを取り

はずす必要があります。

クイックディスク後面の 2本のビスをはずし、本体よりクイ ックディスクを取りは

ずします。このとき、本体内部に持続されていたコネクタもはずします。

ピス{立置

コネクタ

本体内部のジョイントコネクタをはずします。

このジョイントコネクタは保存しておき、一般カセットレコーダを接続するときは

取り付けてください。

① 

クイックディスクのコネクタを厄通り①の部分に接続し、クイ ックディスクを本体

にJ[;のように取り付けます。

このとき、クイ ックディスクのケーブルをはさまないよ うに、また、クイ ックディ

スクのホイール (円音~)にあたらないようにしてください。

データレコーダに付いているケーブルのコネクタを本体後面にあるデータレコーダ

端子に接続します。
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(2)一般のカセットレコーダとの接続

本体後面の、一般カセットレコーダ用端子の WRITE端子 と、カセ ソトレコーダの

MIC (マイ ク)端子を、本体側の READ端子と、 カセ ットレ コーダの EAR(イヤホ

ーン)端子、または EXT.SP (外部スピ カ)端子を、被続して ください。ケーブル

は、一般に、 オーディオ用 として市販されている両端に、 3.5φ のジャ ックの十b、た、

シールドケーブルをご使用くださ いの

E一一一一一一一ョ
@歯歯薗@

専用テータレコーダ以外のカセッ トレコーダをお使いになる場合は、 次グ〉点にご注

意くださ いの

① SAVE命令によ って、プログラムやデータを書き込む場合、ιRECORD.PしAY

の表示は出ません。 したがって、カセ ・ソ トレ コーダを録汗状態に してテープをま

わしておいてから、 SAVE命令を実1fし て くださL、。書き 込みが終 fする と、

READYを表示してカーソルが点滅します。書き込みが終了しても テープはまわ

りつつ‘けますので STOPボタンを押 してくださいの(専問デー タレコーダの士易合、

テープは自動停止の状態となります。)

② LOAD命令の場合も、lPLAYの表示がtHませんのしたがって、 LOAD命令実

行後、カセットレコーダの PLAYボタ ンを押 してくだ さL、。終 fは、READYに

よってがされ、テープはま わりつづけますので STOPボタ ンを押して くださ L、。

(専問デー タレコーダの場合、テープは自動停止の状態とな ります。)

③ カ セ ッ ト レ コ ー ダのレベル ( :ì\ -tþ~ ， .n:質)調整が必要です。カセ ソトレコーダに

よっては、どうしても、読み書・きできないもの もあります。例えば、 ALC(オ

トレベルコントロール)付きなどのカセ ソトレコーダです。この場合は 専mデー

タレ コーダ (MZ-IT03)をお求めくださいn

④ ヘ ッドの依性が関係 しますので、どう しても読み書きできないときは、システム

スイッチのスイッチ 1を、切り換えてみてく ださい。 (12ページ参照)



48 

⑤ プログラムやデータの書き込み/読み込みをおこなうとき、書き込み/読み込み

は同じテープレコーダを使用してください。書き込み/読み込みをおこなうテー

プレコーダが異なる場合はプログラムやデータの書き込み/読み込みができない

ことがあります。

3 .プリンタとの接続

専用のプリンタ (MZ-IP09、 MZ-IP08)を持続するときは、ケーブルは MZ-IC26

をお使いくださし、。

(1 )専用プリンタとの接続

PRINTER 

f寸" T1~ 
一 、

Yヘー ~ 、、

匹廻

金具
(固定位置)

システムスイッチのスイッチ 2をONに

します。

(12ページ参照)

4正体後聞のプリンタ端子のカバーをはずし

ます。

(このカバーは保存しておき、ケーブルを

はずしたときには取り付けてください。)

プリンタ府ケーブルには、一方に角は'った

コネク夕、もう 一方にlしみのあるコネクタ

が付いています。

角ばったコネクタを突起部を上にして本体

のプリンタ端子に接続し、両端のビスで固

定します。

もう -}jの丸みのあるコネクタをプリンタ

1"，Jに接続し、プリンタ側コネクタ両端の金

具で固定します。(コネクタの上 Fに注意し

てください。)
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-カラープロッタプリンタ (MZ-1P09)

ケーブル (MZ-1C26)

.80ケタドットマトリングスプリンタ (MZ-1P08)

ケーブル (MZ-1C26)

(2)一般のプリンタとの接続

システムスイ ソチ2をOFFにすることにより、セントロニクス社仕様準拠のプリ

ンタに接続することも可能です。ただし、セントロニクス社準拠のプリンタでも、ハ

ードウェア仕様が一部異なるため接続できないものもあります。

また、プリンタの印字できる文字やプリンタをコントロールするためのコードが異

なる可能性もありますので、専用のプリン タ(MZ-IP09、 MZ-IP08)を使用されるこ

とをおすすめします。
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4. RAMファイル (MZ-lR18)の取り付け

JE。調 。ιJ
点J!ザ静

ツメ(討

一一一一~ r.-一つI~ 巴

黒いキャビネ ット後面の 3本のビスをはず

し、 本体よりキ ャビネソ トを取りはずしま

す。

このとき、本体内部に按統されていた 3つ

のコネクタもはずします。(下図参fl(n

キャ ビネ ソトを裏向けにして、 RAMファ

イルをと側のコネクタに図のように押し込

みます。(ノ、ンダ面が上)RAMファイル後

方のツメと取り付け部分にあるツメ受けが

きちんと合うようにセソ 卜してくださ い。

キャビネッ トのコネ クタを元通り①、②、

③の部分に接続し、キャビネ ットをや;体に

厄のように取リ付けます。

このとき、キャビネ ット のケーブルをはさ

まないようにして くださし、。

(注 ①の部分のコネ クタをはずすときは、

コネ クタ両端のツメを聞いてくださ

い。また、コネクタを接続した後はこ

のツメを閉じて、 コネクタを固定して

くださし、。
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5 .ボイスボード (MZ-1M08)の取り付け

クイ ソクディスクf表面の 2本のビスをはず

ピス位置 し、本休よりクイックティ スクを取りはず

しま守。このと き、本体内部に接続されて

いたコネクタもはずし ます。

コネ クタ

クイ ックディスクを裳向けに して、ボイ ス

ボードのツメを図のよう に、クイックディ

スク側面のミ ゾlこ差し込みます。(ハンダ商

が上)

ハ ンダ函

ボイ スボードにある 2つの穴に クイ γ クデ

ィス ク側の突起を差し込み、ボイ スボー ド

を固定します。

クイ ソクディスクのコネク タを元通り①の

部分に、また、 ボイ スボー ドのコネクタを

②の部分に接続し、 クイックディスクを本

体に元のように取り付けます。このとき、

クイ ンクディスクおよびボイ スボー ドのケ

ーブルをはさまないように、また、クイッ

クディスクのホイ ール(円部)にあた らな

L、よ うに してく ださい。
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6 .拡張スロットへの基板の取り付け

，.-

部品商

本体後面の拡張スロットのカバーをはずし

ます。

拡張基板を、部品而を上にしてスロットに持

入します。スロット内には、左右にガイド

(ミゾ)があ りますので、これに沿って挿

入します。

(スロットの奥にあるコネクタへ、確実に

差し込んでください。)

付属のスロットカバーよりコネクタカバー

をはずしてからスロットカバーを取り付

け、ビスで固定します。

コネクタカノ〈ーをはずすときにはずした 2

本のビスを、元の位置に取り付けます。

(拡張基阪が小さく、完全に拡張スロ ット内

におさまる場合は、後面カバーをえのよう

に取り付けます。)

拡張できる基板については 90ページを参照してください。
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7 .ジョイスティック (MZ-1X03) との接続

本体後而のジョイスティ ック端子のカノ〈ーをはずします。 カノ〈ーを上国から見ると

-}jに欠け古11がありますので、ここにドライパーなどをあててはずします。

(このカバーは保存しておき、ジョイステイソクのコネクタをはずしたときは、欠け

音11のないゾJを先にして取り付けてください。)

q 「一「伊
欠け部一一--，' 1 

カバー 1:而

ジョイスティ ックのコネクタを突起部を 1-_にして接続します。

8 .オーディオ装置との接続

本;機f表面のオーティオ出 }J端子に、人力端子 (LlNEIN， AUXなと )付ーのオーディ

オ装置を接続することができます。

PSG 1例につきIっすっ出7)端子が用意されていますので、ステレオ演奏も楽しめ

ます 3 ケーブルは、 一般にオーディオ用として市販されている、両端に RCAピンジャ

ックのイ寸いたケーブルをごiiE!IJください。
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9 . RS-232Cインターフェイス(MZ-8B103)の設定

RS-232Cインターフェイスは、本体の拡張スロットまたはオプションの拡張ユニッ

トに取り付けて使用することができます。本体内蔵の拡張スロッ トへ RS-232Cイン

ターフェイ スを取り付ける場合は、 ポー トアドレスを変更する必要があります。

(90ページ参照)

インターフェイスの取り付け位置とポー トア ドレス、および BASICで使う装置名は

次のように対応し、この組み合わせを変えることはできません。

(次の取 り付け位置、およびポートアドレスの設定により、 2枚まで取り付けるこ と

ができます。)

取り付け位置 ポートアドレス 装置名 チャンネル

拡張ユニット
$BO-$B3 RSl チャンネルA

(出精時設定) RS2 チャンネルB

拡張スロット RS3 チャンネルA

(内蔵)
$DO-$D3 

RS4 チャ ンネル B

ポート アドレスの変更はRS-232Cインターフェイス基板上のスイ ッチSW・1により 行L、

ます。

スイッチ

SW-1 

アドレスビット

A7 

A. 

A， 
A. 

A， 
A， 

2~~~~~~ 21∞12~~~~~~2 
$BO~$B3 
(出荷時設定〉

スインチSW-l

の番号

6 

5 

4 

3 

2 

1 

$DO~$D3 

ポ トアドレ ス

$BO-$B3 $DO-$D3 

OFF OFF 

ON OFF 

OFF ON 

OFF OFF 

ON ON 

ON ON 



〈第6章ハードウエア編 〉
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1 .ハードウェア編をはじめる前に

この章は、 MZ-1500についてさらに詳しく理解していただくための章て、す。ですか

ら、コンビュータはまったくはじめてという人には少しむずかしいかもしれません。

しかし、コンビュータを使った高度な使い方をして行くためには、やはりある程度の

基礎知識がどうしても必要になります。

ここでは、コンビュータについて知っておいていただきたい基礎知識について説明

します。

なお、この章にでてくる例はアセンブリ言語と機械語の両方を書いています。

(1) BASIC・アセンブリ言語・機械語

BASICは、人聞の言葉に近いコンビュータ言語であることは説明し ましたが、コ ン

ビュータは BASICを直接実行しているわけではなく、内部で一度、機械語に変換して

いるのです。

機械語では、電気信号の ONとOFFを、数値の 1とOで表わす 2進数を使って計算

しています。ただし、2i隼数を使うとケタ数が多くなり見にくくなるので、一般には、

2進数を 4桁ずつ区切って16進数として表わします。

[例]

ランフ

スイッチ

2進数

16進数

三両~ 0 ~桜ぅ々': 0 洋。。
E 

E 
日 g 

z ~ ~ E 
ON 0序 ON ON OFF 0，"， oFF oFF • 。 。。。
)一γ一一ノ 」一γ_/

B 4 

$B4  

合
16進数の前には$(ドル)記号をつ

けて表わします。なお、これは文

字変数の場合とは意味が違いま

す。(文字変数→ A$、 B$など)

2進数 10進数 16進数

o 000 。 。
000 1 

o 0 1 0 2 2 

001 1 

o 1 0 0 4 

o 1 0 1 

o 1 1 0 6 

o 1 1 1 7 7 

100 0 8 8 

100 1 9 9 

1 0 1 0 1 0 A 

1 0 1 1 11 B 

1 100 1 2 C 

1 1 0 1 1 3 D 

1 1 1 0 1 4 E 

1111 1 5 F 

機械語は、 16進数の集まリですから人間には意味がわかりません。 そこで、この機

械語に人聞の理解できるような意味を付けたものをアセンブリ 言語といいます。
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(2)コンビュータ内部の構成

コンビュータの内部はおもに、 CPU・メモリ・1/0ポートの 3つの部分から構成き

れています。

7ドしス(16選4概)

可等ocoo

CPU仲間建葉動I/er¥寸ハ F ハ 4

音量定する何百よ! )ず '-"'--1...'I 

言ォ箪壬nイ直や結集Iす山T-::L)草OC02

しう了スタヒいうがケI二

主…r

しぶスタl三 ld ~草E8
A、 B.C. D‘E.F H. L 

芯どlカdえるよ.Bζ.DE、AF、

HL めようにしラゴヌタ左ヘ。ア乙一
イ若うごヒもむ‘きるよf
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(3)アセンブリ言語・機械語の使い方

モニタ命令の説明については iBASIC解説書」を参照してください。

①クイソクディスクを入れないで電源を ONにし、囲を入力して ROMモニタの

入力待ちの状態にします。

②モニタの M命令を使ってプログラム(機械語)を、指定したア ドレスから入力し

ます。 クイックディスクやカセ ットテープなどに記録されているプログラムは QL

命令や L命令を使って読み出します。

なお、入力したプログラムは、 QS命令や S命令を使って、クイ ックディスクやカ

セ ソトテープなどに記録しておくことを、おすすめします。

③フ。ログラム終了後、モニタの入力待ち状態に反るために、プログラムの最後に

仁亘1FT 1+直亙亙コ キーを入力します。

④モニタの J命令を使ってプログラムの先頭のアドレスへジャンブします。

⑤プログラムが暴走した(異常な状態になった)場合には、リセットスイッチを押

すか、電源を一度 OFFにしてから、①からやり直してくださいο

なお、プログラムを修正するには、 M命令を使います。

[例]

文字の色を白からぷに変更するプログラムです。(77ページ参照)

プログラムはアドレス $COOOからはじまるものとします。

くアセンブリ 言語〉 く機械語〉

アドレス データ

LD A，72H COOO 3E 72 

OUT (F1H) ，A一---， 1 C002 D3Fl 

JP E804H一一一一---， II C004 C3 04 E8 

I I L Aレジスタに $72を代入します。16進法は、録後

に Hをつけて表わします。

ポート番号 $Flに Aレジスタの内谷を出力しま

す。

$E804番地にジャンプします。
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まず、クイ ックディスクを入れないで電源を ONにし、 Mを人力し てモニ タの入力待

ちの状態にします。

〉ドMCOOO

C 0 0 0 日目回固匡司

C 0 0 1 日日目囚困

コマンド入力待ちの状態は*で表

わされます。つづいてM命令を

$COOO番地から実行しますの

C 0 0 2 。。固田園 3プログラムを入力します。

C 0 0 3 目。回目圏

C 0 0 4 。。回目園

C 0 0 5 o 0回目圏

C 0 0 6 00 w回圃

C007 00仁亘 !ITJ+直孟孟コ← ー プロクラムの入力終 了

*J COOO.一一 $CD0 0番地からプログラムを実行します。

ヰ<.一一一一一一一一一一実行終了後、コマンド の入力待ち状態となり ます。
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.コンビュータの信号

コンビュ タの内部では、 Oとlの 2進法を一般に +5VとOV(GND)で表して

います。+5VとOVの割り当て }jにより、正論理・負論照というものがあります。

号 表現 )j法

正論理
+5V 1 clock-(信号名)

OV (GND) : 0 ゴ二〉ー(ICの端子)

負論理
十5V o V c五ck→ 訪 の上に横線を付ける。)

ov (GND) 在二》 (lCの端子に 0印を付ける)

fti号は、 +5VとOVとで0とIを表していますが、つねに同じ値ではなく時間によ

って変化しています。そこで各 ICは、どの時点のデータを取り込むのかを決定しな

ければなりません。 これに使用されるのが、クロック ff~JTj-です。各 ICは、この クロ

ソク信号で同期を取りながら働いています。

本機の CPUクロソクの基本周波数は3.58MHzです。

クロソク信号の同期の取り )jは、一般にタイミングチャー卜というもので表されま

す。

[例]タイミングチャート

クロック

信号

信号 A

信号 B

データ

信号 Aが OVになってから

信号 Bが+5Vに変化するこ

とを表します。

データは Oとlのどちらの値でもとれますので、このような

形で表します。斜線部はデータを出力したことを表します。
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3 .メモリ構成

本機のメモリ構成は F図のようになっ ています。

α)()() 

PCG 

①②③  
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1/0ポ ト $OOOO-$OFFF $DOOO-$FFFF 

SE 0 

SE 1 

$E 2 

$E 3 

$E 4 モニタ 1&ワー クエリ ア V-RAM. PCG .モニタ2

$E 5 
PCGのブロ ‘ソクまた はCGを選

択。

$E 6 
$E 5を1i"-j時ijの状態にもど りま

す。

メモリ の一部(メモリブロ γ ク)を切り換えるには、上の表の1/0ポー トにデータ

を出力し ます。(デ タの値は、 $E5を除いては何でもかまいません。) Y-RAMや

PCGなとをア クセスするのに使います。

[例]

OUT ($EO) ，A | D 3 ， E 0 一「

[~~:~:肝F を 、 シ ス テム&テ キス ト エ リ アとします。 アキユム レ)
ータの値には関係しません。 また、 実行アドレ ルは、 変化しません。

OUT ($E4) ，A 1D 3 ， E 4 

[ ~O~~日肝Fをモニタ町一 クエリ アに 、 $DOOO-$FFFFをY-RAM1 
. PCG・モニタ2とします。

iJ:)メモリ ブロ ソクを切り換えても、 プログラムカウンタは変化しないので、$0000-

$OFFF、$DOOO-$FFFFにブロクラムカウンタが有イ1:する場合には、 十分注意す

る必要があ ります。
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4 .メモリマップド 1/0の信号系

$EOOO-$E008番地は、各種端末コントロールのためのメモリマップド 1/0を設定

しており、 8255、8253のコントロールに割り当てています。

このメモリマップド 1/0チャートを次に示します。

CPUアドレス コントローラ 重~} 作

$E 0 0 0 8 2 5 5 PA 出力

$E 0 0 1 Programmable PB:入力

$E 0 0 2 Peripheral PC ビットカセットによる入出力

$E 003 Interface モード コント ロール

$E 004 8 2 5 3 C 0:モード 3 (方形波レートジェネレー

タ)

$E 0 0 5 Programmable C 1.モード 2 (レー トジェネ レータ)

$E 0 0 6 Interval C 0:モード o(ターミナルカウンタ)

$E 0 0 7 Timer モー ドコントロール

$E 0 0 8 LS367他 テンポ・ ジョ イスティ ック .HBLNK入力

.メモリマップド 1/0とは

1/0 (lNPUT /OUTPUT・入出力)は通常ポートを使って コントロールされます。

しかし、 1/0のコントロールをポートを使わずに、メモリと同じようにアドレスを

使うものをメモリマ ップ ド1/0 (メモリに割り 当て られた 1/0) と呼びます。 メ

モリマップ ド1/0を使用すると周辺機器に対する入出力をメモリをアクセスする

ような形で行うことができます。
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8255まわりの信号系5 • 

8255 (フ。ログラ7 プル周辺 1/0)は、データレコーダコントロール、テレビ画面ヒ

のカーソル点滅タイミングの設定、キーボードスキャン用ストロー7・信号の出力およ

?

。

.，

D

1

D

A

 
A。

EMR 
MW  

CSEO 

8255 
RESET 

びキーデータの入力を処理しています。

キーデーヲ

入力端子
(8 P) 

キーテ-~

ストロ プ錦子
(10P) 

信号名コントロール内谷

力出

パ
伺

セ

-2
 

5

J

 

市

千
一

イ

口

々

ノ

ト

用
ス

叫

用

H

ン

内
ャ

一

七

「

命

日

吋

ス

の

上

ト
ト

O

B

i

-

-

一

色

酎

ォ

ビ
一

レ

キ‘

-
7

、l
E
B
E
E
-
E
P
E
B
E
E
B
'』
，

1/0 17 J子ィプ

H

H

H

H

L

 

ポ ー ト

主晶 (-

PAo 

PA， 
PA，[OUT 
PA3 

PA， 

ポート名

PA 

($EOOO) 

556RST 

キーボードスキャン データ入力

T
U
T
U
-
L
Y
L
I
-
-
y
L
I
L
Y
L
 

IN 

PBo 

PB， 
PB， 
PB3 

PB， 
PB5 

PB， 
PB， 

PB 

($EOOl) 

MSK 

WDATA 

INTMSK 

MTON 

SENCE 

RDATA 

5560UT 

VBLK 

82537スク

カセット書き込みデータ

時計の割り込みを禁止する信号

MOTORを回転させる信号

MOTORの回転を確認する信号

データレコーダのスイッチセンス

テレビ画面上のカーソル点滅用タイ7一信号入力

垂直プラ ンキング信号

L 

L 

H 

PCo 10UT 

PC，IOUT 
PC，IOUT 

PC3 10UT 

PC. I IN 

PC5 I IN 

PC. I IN 

PC， I IN 

PC 

($E002) 
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6. 8253まわりの信号系

8253 (プログラマブルタイマ)は、そのカウンタ削で、音を発生させ、 非I、非2で内

蔵時計の役割りをはたしています。ただし、 この背は演奏などに使用される背ではな

く、エラー音などに使用される音です。

-カウント#0 方形波レートジェ ネレ ータ (MODE3) 

・カウント#1 レートジェネレータ (MODE2) 

・カウント#2 インタ ラプト・オ ン ・ターミ ナルカ ウント (MODE0) 

カウント非Oは、 895kHzの入力ノfルスをカウントし、 指定された分周比で分間され、

PSGを通して、音を発生させるアンプに入ります。 PSGを通すことによ り、 演奏など

に使用される音と合成されます。(79ページ参照)

なお、この音は、 MSK信号により発生させなくすることも でき ます。

カウン卜れは、 15.7kHzの入力ノfルスをカウントし、 1手企ごとに OUT1にノfルス

を出力します。カウ ン ト抱は、そのノfルスをカウン トし12時間こ とに OUT2をHigh

とします。OUT2は、 CPUの割り込み端子に按続きれているので、割り込み処理に

入り ます。

8253 

BLNK (15.7kHz) 

MSK信号

注1)MSK信号は、 8255のメモ リマップ ド1/0の $E003番地のデータ $DOで指定さ

れます。

注2)BASICでは、次のように使用されています。

カウント非O

カウント書1) 

カウント非2J 

: OUTの出力は MSK信号によ ってマスクきれ、 PSGには出力

されません。 (MODE3) 

2秒ごとに OUTlにノfルスを出力し、カ ウン ト仰と抱と で、

24時間時計を構成します。ただし、割り 込みは行し、ません。
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7. PIOまわりの信号系

PIOは、プリンタ・インターフェイスおよび8253を用いたタイマ割り込みに使用し

ています。

(1)プリンタ・インターフヱイス

プリンタ・インターフェイスには、 PBO-PB7、PAO-PA3、 PA6、PA7、および

BSTBを使用しています。

PBO-PB7はプリンタへのデータ出力に使用しています。

PAO-PA3 ) 
}はプリンタ制御に使用しています。

PA6、 PA7J 

BSTBは、割り込みを利用したフリンタ制御を行なうときに使用します。ただし、ポ

ート Bは、バイト出力モードに設定しなければなりません。

RA6とRA7の出力は、 LS86により論理の反転が可能になっています。これによりス

イッチを切り換えることによりセントロニクス・タイプのプリンタも接続できるよう

になります。

(2)タイマ割り込み

タイマ割り込みには、 PA4、 PA5を使用しています。

PA4は8253の OUTOに接続されています。

PA5は8253の OUTlに嬢統されています。

PIOのプログラミングにより、割り込みモード 2のベクトル割り込みを利用したタ

イマ割り込みができます。

∞J
m
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端子 1/0 アクティプ コントロール内容

PBO 

PBl 

PB2 

PB3 
$FF OUT プリンタ データ

PB4 

PB5 

PB6 

PB7 
'・・・・・・ F ーー，ーーーーーーーー ーーーーーーー.‘・ーー・・ー・ー，一一一一守ーーーーーー_.・..._----------------_.“一色ー

B5TB IN L プリンタレディ信号(BU5Y信号)

PAO IN H プリンタレディ信号(BUSY信号)

PAl IN H フμリンタ・ステータス

PA2 IN L GND 

PA3 IN L GND 
$FE 

PA4 IN H 8253タイマ割り込み O

PA5 IN H 8253タイマ割り込み I

PA6 OUT H プリンタ・リセ ット

PA7 OUT H プリンタ・ ストロープ(STB信号)

1/0アドレス

$FC ポート A コントロール

$FD ポート B コント ロール

$FE ポート A データ

$FF ポート B データ

モード
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8. 510まわりの信号系

クィ yクディスク明l

(QD) 
「一一一一一一寸

do~ :1 g~ TXOA I→ 1 川 ! ! っ而 l 

03)←『
05)←-

06 
07 

ROOT 

戸
山

φ

ぬ」

WRGA 

WRPR 

MDST 

HOME 

MTON 

RESET 

」一一ー一一一

510 

Aチャンネルは、 主にデータのシリアルパラレル変換およびパラレルーシ リアル変

換を行い、同時にデータのエラーチエソク時に必要な CRCの作成を行っています。 B

チャンネルは、クイックディスクコントロ ル入出力信号としてのみ使用しています。

MFM変調

シリアル変換されたデータを、 MFM変調します。

MFM復調

MFM変調されたデータを、通常のシリアルデータに復調します。

05C 

変調、復調に必要なクロックパルスを発生させます。水品の原発振は6.5MHzです。

SIOはプログラムによりパラレルデータのシリアル変換および、シリアルテータの

パラレル変換を行うと共に、制御fl:i号の入出力を行っています。 SIOの A、B両チャ

ンネルで使用している各信号について説明します。
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.CE、 B/A、 C/D

これらの信号により、 SIOのイネーブル、チャンネル切り換え、データコントロー

ルの切り換えを行います。

CE B/A C/D 
1/0ポート SIO レジスタ(AO) (Al) 

。。。 $F4 SIOチャンネル A DATA 

。 I 。 $F5 SIOチャンネル B DATA 

。。 $F6 SIOチャンネル A CWR 

。 1 1 $F7 SIOチャンネル B CWR 

l SIOノットセレクト

.チャンネル A入出力信号

CTSA (入力) ……QDの WRPR (ライトプロテクト )の入力

n H nのとき記録禁止、 11 L 11 のとき記録可

RTSA (出力) ……QDの WRGA (ライトゲート )への出力

11 L "のとき WR百五を ONすると共に、 TXCAへのクロソ

ク出力を可能にする。

DCDA (入力) ……QDの MDST (メディアセット)の入力

11 L"のときメディアがセットされている。

TXDA (出力) ……送信データ

TXCA (入力) ……送信クロック (TXDAはこのクロックの玄ち下がりをサンプ

ル) 101.5625kHz 

RXDA (入力) 受信データ

RXCA (入力) 受信ク ロック (RXDAは、この立ち上がりでサンフ伺ル)

.チャンネル B入出力信号

DTRB (出力) QDへの MTON (モーターオン)出力

DCDB (入力)

RTSB (出力)

n H "のときモーター OFF、 U L U のときモーター ON

QDからの HOME入力

MFM復調回路の VFO動作の ON、 OFF

n H "のとき OFF(RXCAは.“'H

定される)

BIT周期をかけるときに使用する。
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.QDドライブの各信号

WRDT ...…………一'SIO基板から QDドライフ'へ転送する、ディスク書き込み用デ

ータ。データ書き込み時には WRGAと共に使用する。

データ

MFM 

16.692μs 

ー
ヤ 14.769μs 

」
ライトデ 99イミングー

WRGA… …………この信号を SIOf則から"H 11 にすると 、ディスクへの書き込

みが可能となる。

RDDT …・・……・…ティスクから読みH1されたアナログ信号をノfルスに波形整形し

たデータ信号。

タ一

刊

デ

附

9.846μs 14.769μs 
」

19.692同

リートデータタイミングー

HOME …-…・ …・ティスクからの読み出し、および書き込み可能なタイミングに

おいて"L"となる。

MDST …・…・……ディスクの検出信号で、ディスクがセットされているとき UL U 

となる。

WRPR………………ディスクのライトプロテクト検出信号て¥書き込み禁止用のツ

メが折られていないディスクがセットされると"L 11 になる。

る。

MTON……………・・・ドライブのモーター ON、OFF制御信号。

この信号を 11 L 11 にすると、モーターが回転し、書き込み、読

み出しが可能となる。

RESET…..…・…・・・ホスト側のシステムリセ ット。

I L U になると、 SIOおよび QDのイニシャライズを千Tう。
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9 .ディスプレイ機能

画面の表示は、文字単位で行います。

表示する文字は V-RAM (ビデオ RAM)に、また、 その文字に関する色などの情

報は、色情報テーブルに記憶されています。そして、その文字に対応する文字のパタ

ーンが、CG(キャラ クタ・ジェ ネレータ)または PCG(プログラマブル・キャラ ク

タ・ジェネレータ)から読み出された函而に表示きれます。
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CG および PCG は、 1 つの文字の表jJ~パターン を:記憶 し てれ 〈 メモリで、 CG は、

あらかじめノfターンや書き込まれているのに対し、 PCGは、bllHにノfターンを指定で

きるよう になっています。CGについては、文字およ び背景色のパレ ソトコー ド0-7

(Po・P，・ P，)の 8色の色情報が、色情鰍テ ブルに If~tt!:さ れています。 PCG ではア

ドレス選択の情報のみ、色情報テーブル(こz記憶されており、立:'[:の色は、パレッ トコ

ード 0-7 (Po・P，. P，)の 8色について、 PCG IPo)・PCG (P，)' PCG (P，)の

エリアに書Jjリ 当てています。

$EOOO 

住1)①と②は、色|育報テーブルのテータの 7ビ ソトliで選択し ます 。

注2)1 -IVは PCGのブロック を表し ます。
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(1)画面仕様

本機には 2枚の画面があり、画面2の使い }jにより、 BASIC時にイメージモー ドと

グラフィックモードに分かれます。

$04∞ 

背景の色

注1)画面 2は、イメージモードでは1000個分の PCGを、 グラフィッ クモード では320

X200ドットの グラフ ィックと24個の PCGを表示するこ とができます。ただし、

グラフィ y クモー ドに切り換えるといっても実際にハード的な変!史ーを行っている

わけではありません。10001闘の PCGを画一面上の1000文字に対し悶定することに

より、グラフ ィックを表示しているわけです。

PCG 

1000個 24個

PCGとして 使用されない

使:用

re 
モバンメ，A

，
 

PCG 

1000個 I 24個

グラフィック I PCGとし

(320X200)とし て{受用

て使用

グラフィ ックモード



グラフィ y クモー ド時に PCGの固定される位置は次の通りです。

ただし l 座 標

附ブロバ.PCGコード|です。

注2)画面 Iと画面 2の優先順位ーを設定します。

注3)PCGプロックについては73ページ参照。

75 

40 (列〕
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(2)色情報テーブル

色情報テーフ'ルは、文字や7T長色の色情報をB記憶してお くメ モリです3 色情報は 8

ビット(Do-D7)で表され、内谷は CGとPCGとでは異なり ます、

.CG 

日
ATB 

P2 ATBアトリビュー トD6 

CG( 1 )とCG(日)を選

択する

CG( 1 ) 0 

文字 背景 lL| Pっ CG(II):l 

表示パター ン
トと
Do | Po 

色情報データ

色情報デー タの Do-D2 でir~誌の色を 、 D， -D6 で文7・のノ、レ ッ ト コー ド を桁定しま

す。 D7はATB(アト リビュート)であり 、 CG(l) (英大文字・カタカナ)と CG(Il) 

(英小文字 ・ひらカ、な)を指定します。

.PCG 

07 PCG(I)-(N) SI 
ト一一一

06 の選択 So SI Su PCGの選択 アドレス

05 o 。。PCG(I) OOOOH -07FFH 

04 。 。1 PCG(日) 0800H -OFFFH 

03 表 示 の i選 択 l 。PCG(皿) EOOOH -E7FFH 

02 。
ド一一

PCG(Wl E 800H -EFFFH 

01 o 
L一一一一

00 I 0 

色情報データ

色情報データは、 PCG (PJ・(P，)・lPo)の3つのデー タに対して lつのデータ

が設定されます。

D6、D7では PCG (1) - ( IV ) のm択 lPCG のア ド レスのjKlm を 1r ~ 、 ます。

D3では PCGを表ポするかどうかを選択します。

(D3=l:PCGを表示する

D3= 0 : PCGを表示しない
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(3)パレット機能

パレ ット機能は、色を指定するためのパレットコードと、色とを対応させる機能で

す。パレットコードを、任意の色に割り 当てたり、画面Iに表不されている色を瞬時に

変更したりするのに使用されます。

.パレットコード

民
一
日

一
町

.カラーコード

色定色 弓1 -?iI s ，!J; 紫 *t. 水色 1町 [l 

カラーコード 。 2 3 4 5 6 7 

C2 。 。 。 。 1 1 l 

CI o 。 1 。 。 1 l 

c。 o l 。 l 。 l 。 1 

ノfレ ソトは、 パレ γ トデータを1/0ポートの F1H番地に出力し て、指定します。

[例]

LD A，J7H 

o U T (F 1 H) ， A |;:;:| 
…パレ ソトコー ド3の色を、白 (7→111 2進数)に指定します。
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(4)画面 1と画面 2の優先表示

画面 1と画面 2のどちら を優先して表示するかは、 1/0ポー トFOH番地で指定し

ます。

D2 
。

Dl 優先順位

Do 画面 2の表示

データ

① 優先順位

. D，= 0の場合

凶而 1 >画面 2 >背景色

凶l凶i1のデータと画面 2のデータが重った場合は、画面 1のデータが優先して

表示されます。背景色は、画l而lに指定された色となります。

. D，= 1の場合

画面 2 > I喧i而 1>背京色

画I前 1のデータと画而j2のデータが重った場合は、 |自11商 2のデータが優先して

表示されます。背景色は、 i図面 1に指定された色と なります。

③ 画面 2の表示

. Do= 0の場合、画面 2は表示されません0

・Do=1の場合、画面 2を表示します。

[例]

ILD A，03H 

IOUT (FOH) ，A 1;::;1 
…画面 2>画面 Iで、画面 2を表示します。
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10.サウンド機能

本機では、 PSG (Programmable Sound Generatorl と呼ばれる LSI

(SN76489AN)を2倒使用して内ーを発生させています。

11聞の LSI(SN76489ANlにつき、 lつの出力端子が用意されていますので、同時

に 2f聞の外部スピーカを使用することができます。ただし、内蔵スピーカは 1101しか

用意されていません。riljじ??を出力する場合は、も7相がずれて:(1ーが小さくなることが

ありますので注意してください円

PSGの操作は、下記の1/0ポートにデータを出力することにより行L、ますっテータ

については、次のページより説IIJJします。

P 5 G 1 (出力端子 1) 

P 5 G 2 (出力端子 2) 

PSG1+PSG2 (同時)

1/0ポート $F2 

1/0ポート $ F 3 

1/0ポート $ E 9 

出カ端子 1

出力端子 2

内蔵スピーカ
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(1) PSGの説明

SN76489ANは、 8個の内部レジスタにより、 3個のトーンジェネレータと 1個のノ

イズジェネレ ー タを制御します。

7
6
5
4
3
2
1
0
E
 

D
O
D
O
D
O
D
D
W
 

CLOCK 

READY 

内部レジスタの指定は、 R2、 Rl、 ROで行います。

R， R， R。 コントロールレジスタの割り当て

。。。トーン O 周波数

。。 1 トーン O 背+室n 

。 1 。トーン 1 周波数。 1 トーン 1 ?T霞

I 。。トーン2 周波数

I 。 トーン 2 i'i・量

1 1 。ノイズコントロール

1 I ノイズr'r景:



(2) 音の周波数の設定

周波数は下記の 2バイトのデータで設定します。

第 1バイト

|o I x I 

3.58X1D3 

周波数= v . ~~:~ 'u (kHz) 
32Xn 

D 4 ID  3 I D 2I  D 1 

周波数 2

DO 

ただし、 nは k位 6ビットを周波数 2、 下位 4ビットを周波数 1とする

10ビットテー タ。

(3) ノイズの設定

ノイズは、同期ノイズまたはホワイトノイズを発生させることができます。

下記の Iバイトデー タで設定を行L、ます。

. D2で同期ノイズかホワイトノイズか選択します。

D2= 0 同期ノイズ

D2= 1 ホワイトノイズ

. Dl、 DOでノイズの周波数を設定します。

D 1 DO 周波 数

。。6.99(=3.58X 103/512) kHz 。 3.49(=3.58X103/1024) kHz 。1. 75( =3.58 x 103/2048) kHz 

トーンジェネレータね出力

81 
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周期ノイズの出力波形

シフトレートによっ

て決まるクロ ック

周期ノイズ出力

(テf ューテ ィ 6.25%) 

-ホワイトノイズを指定したときの出力波形はランダム波形とな り、ホワ イトノイ ズ

に近いスペクトル分布を:;Jとす音が出力きれます。

・ノイズモード O、 1、 Iを指定すると出力闘波数は、

f=-N  
32XnX16 

となり、低いパルス音 も出力するこ とができます。

・ノイズモードの指定でシフトレイト をト ーン2の出力を選択する際、 トーン2のtH

力はオフにしてく fごさい。

(4) 音量の設定(エンベロープ)

音量は音の減衰量で指定します。

D3 D2 D 1 DO 減衰最(dB) D3 D2 D 1 DO 減衰:lP:(dB) 。。。。 。 。。。 1 6 。。。 2 。。 1 8 。。I 。 4 。 。 2 0 。。 1 6 。 2 2 。I 。。 8 1 。。 2 4 。 1 。l 1 0 。 2 6 。 1 l 。 1 2 1 。 2 8 。I 1 1 4 OFF 
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11.プリンタ機能

本機で使用するプリンタには、ドッ トプリ ンタとカラープロッタプ リンタとがあり、

また使用するインターフェイスと して、 MZ方式とセント ロニク ス社準拠方式とがあ

リます。

ドソトプリンタとは、ヘソ ド部にある数本のピンを使い、 ドット (点)の組み合せ

として文字を印字するプリンタで本機用としては、 MZ-IP08があります。

カラープロソタプリンタは、数色のベンを用紙上で動かすことによ り、データを印

字するプリンタで本機用としては、 MZ-IP09があります。

また、インターフェイスの)j"j;¥で、MZ方式とは、 パーソナルコ ンビュータMZシリ

ーズ ~Ij(用プ リ ン タに接続するためのインターフェ イスです。

セントロニクス社準拠んー式は、 一般のプリンタ用インタ フェイ スとして広〈 使用

されている Ji式です。ただし、セン トロニクス社市.拠方式のプリンタであるからと は

いっても、 信号線の配置やタ イミン グなどの問題から必ずしも按続でき るとは限りま

せんから、 ト分注意が必要です。

インタ-7ェイス方式の切り換えは、後回のシステムスイ ソチ 2で行います。 OFF

がセントロニクス社準拠万式、 ONが MZ専用万式となっています。(12ページ参照)

なお、寺用プリンタ以外iiCG (キャラクタジェネレータ)やコ ン トロールなどが、

かなり異なっている可能性がありますので、専用プリ ンタを使用されるこ とを、おす

すめします。

次ページからは、オプションのカラープロ ソタプ リンタについて説明します。
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.カラープロッタプリンタのコントロール

オプションのカラープロソタプリンタ (MZ-IP09)に次のコードを送ることにより、

コントロールを行うことができます。

コントロー
名 1司}; 機 古E

BASICて"

ルコード のAUロAτ3 

$01 Text Code ァキストモードにセソ卜する。 PMODE 

$02 Graphic Code グラフィックモー ドにセソ卜する。 PMODE 

$03 1行分紙を反す。行数カウンターは PSKIP 
Line Up 

1される。

$04 ベンの書き出しの悪さを防ぐためにテ PTEST 

Pen Test ストパターンを書〈。最後に Scale=

1、 Color=0にし入力待ち となる。

$09+$09 
Reduction Scale 

文字の大きさが40字/行のとき、 80

+$09 字/行に文字を縮小する。

$09+$09 
Reduction Cancel 

文字の大きさが80字/行とき、 40字/

+$OB 行に文字を拡大する。

$09+$09 1ページの行数を指定する。最大255行 PAGE 
+ (ASCII)， 

まで任意に指定でき、電源 ON時また+ (ASCII) ， Line Counter Set 
+ (ASCIl)。 はリセ y ト時は66行となる。

$OA 
Line Feed 

1行分紙を送る。行数カウンターは PSKIP 

+ 1きtlる。

$OB 
Magnify Scale 

文字の大きさが40字/行のとき、 26

字/行に文字を拡大する。

$OC 
Magnify Cancel 

文字の大きさが26字/行のとき、 40

字/行に文字を縮小する。

$OD 
Carriage Return 

キャリソジを印字可能な範囲の左端へ

移動するロ

$OE 1ケタ分キャリソジを戻す。印字可能

Back Space な範聞の左端まで移動した後は無悦す

る。

$OF 
Form Feed 

次ページの印字数の先頭まで紙送りを

実行する。

$10 Next Color 次の色に変旋する。
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グラ7 イック モード中 では、 ド表に7J'す よ うな俗 的の コマン ドを使用す ることで任

立の['x[Jf;が姉けま す。

コマン ド f， 科、 機 ム11KE 
BASICで

のfitr4tげ

Lp Line Type I{(*出を 引 く|僚の'Jミ線か点線か

(p=O to 15) の指定i;よぴ点線のピ ソチを

指定。

p=O 実線

p=I-15 : 内、示品

A AII Initialize T キストモー ドへ移行する。

H Home ベ ンア ソブで 似点に1反る。 PHOME 

Initializ巴 今ベンのいる，点 HSET 

Ix=O、 y= 0)とするヲ

Dx. y. ・・・.XI1.xy Draw 今ベンのいる f，i:i目・ から、 1引際

( - 999 ~五 X ， y~五 999 1 X. Yで'J、きiLる I，i:h'iまで、/IIn
ニ大線をづ/<，

j ム x ム y. ・・¥ム xn. Relative 今ベンのいる {在置からの距離 RLINE 

ム vn Draw がムX. ムyのf止iffまで、iI/(i次f:)j!

( - 999 ~玉ム x. ム y~玉 999 ) を引 く1

M x. y Move ベンア，ブで移動。 PMOVE 

(-999豆X.y~五 999 )

Rム x.ム yx Relative Move 相対1，，:;;'(へベンアソプで移動。 RMOVE 

( - 999 ~五 x . y~五 999 1 (ムx.ムy分だけ移動)

Cn (n=O to 3) Color Change 色nのベン に色換えを行 う。 PCOLOR 

Sn (n=O to 63) Scale Set 文字の 大きさをセソ トする。

Qn (n=O to 31 Alpha Rotate 止: ~Í:の {頃きをセソトする 。

PC，C2c，， "'cn(n=∞) Print 文字を印字する。

Xp. Q. r Axis w燃料1を書<0 p=Oで Y判iを、 AXIS 

(p=O or 1) p=1で X輸 を書 C Qは スケ

(Q= -999 to 999) ールのヒ iソチをぷし、 r1まくり

(r= 1 to 255) iliしの担l数を 'J、す。
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注 1)コマンドの説明て¥英大文字・数字はアスキーコードを表します。小文字は数

字などをまとめて表すのに使います。

、E
E
」

価
v

ri
t
a』

Lp (p=O to 15) 

Lはアスキーコー ドtIL tIを、また pは、アスキーコー ド"0“-" 15" 

のいずれかを表します。

注 2)コマンドの使用方法を考えるうえで、コマンドは次のような種類に分けられま

す。

1 ) 1文字型(データなし)

" A・f 11 H 

2 )データ l個型

" L 

3 )データ 2個 1組型

" D 

用い、是終芽りには CRコ一ドを用います。

4) " P "コマンド

コマンドの後にキャラクタコードを並べます。終りには CRコードを用い

ます。

5 )データ 3個 I組型

， X "コマンドてでψテデ静一夕の区切りは

注3幻)省略形式

データの入力方式から、次のようなことが発生し、 CRコードを省略できます。

1) 1文字型コマンドの後には、続けて他のコマンドを入力できます。

[例]" H0100， 200"圏は有効であり、・， H "園"0100，2日目"

匡Eと同等です。

2 )データ1個付のコマンドに". "を挿入することで続けて他のコマンドを

入力できます。

[例]"LO， 51， QO， Cl， 0100.200"匡司は有効て。す。

3 )データ 2個 l組型の場合は、終端は CRコードで終らなくてはなりません。

以上のようなことを用いると、プログラムが短かくできます。
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iJo 4 )データの読み込み方法は次のような手順で行っています。

1 )初めに 11 11 (ブランク)があれば、 11 11 でない文字がくるまで読み飛

ばしますの

2) "一" (マイナス)があれば、負数とみなします。

3 )数字が 3ケタ以上あれば、 ド3ケタを有効とします。

4) 1イ聞のデータの終りは 11 "(カン?)または CRコードとし、途中に数字

以外の文字があれば、その文字から 、次の!I "または CRコ ドまで読み

とばし、無視します。

[例JD ~~ー 135. 21， 
ー~一一一 、明戸ー、，.-

L無視」
it 5)モード切り換えによるデータの似壊

グラフィ 、ソ クモードからテキストモードに移行することで、次のデータが破壊

されます。

• X， Y }j防!の座棋

Y を 0とし、原，1，'.. :を左端とします。

.文')':の{ぜlき

Q= Oにセ iソトされます0

.文'1:の大きさ

5= 1にセソトさtLま -1一。

-その他、 "し"で設定されたデータは保有します。
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12. RAMファイJレ

RAMファイルは、最大63Kバイトのメモリをファイルとして取り扱うことができ

る装置です。(オプション :MZ-IR18l 

メモリの内容は、1/0ポートを通してアクセスされます。

アクセスの手)11貢は下記のとおりです。

① Bレジスタに、 RAMファイルの上位アドレス A8-A15をセットし、 RAMファイ

ルの下位アドレス AO-A7を、データ 00-07として、 1/0アドレス $EBのポート

に間接OUT命令で出力します。このデータは、アドレスにラッチされます。データ

がアクセスされるたびに自動的にカウントアソプされます。(アクセスした時点で、

Bレジスタの内容 (AO-A7lはアドレス A8-A15に自動的にセットされます。)

②読み書きするデータをテータ00-07として、 1/0アドレス $EAをアクセスしま

す。(読み込む場合は IN命令を、書き込む場合には OUT命令を使!日します。)
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ポ同EB「恒アD7-DO ツ A7-AO ド

u tJV 上位:

A15-A8 ファイ Jレ

ア

竺 bト 「 、 D7-∞|よ
WR 

[例 1J RAMファイルの $D3C5番地にデータ $41を書き込みます。

LD A，C5H 3 E C 5 

LD B， D 3 H 
アドレスの設定

日E D 3 

LD C，EBH o E EB 

OUT (C) ， A ED 4 9 

LD 3 E 4 1 
データの出力

OUT (EAH) ， A D 3 EA 

[例 2JRAMファイルの $CD01番地のデータを読み出し、 Aレジスタに代入しま

す。

LD 3 E 日1

LD B，CDH o 6 CD 
アドレスの設定

LD C，EBH o E EB 

OUT (C) ， A ED 4 9 

IN A， (EAH) DB EA 
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13.拡張スロット・拡張ユニット

本機にさまざまな機能を追加するために、本体内に拡張スロッ ト、オプシ ョンと し

て拡張ユニソトが用意されています。拡張用の基板が 1枚の場合には拡張スロ ソトに

セ ソトし、 2枚以上の場合には、拡張スロ ソトと拡張ユニ ソトにセット しますの

なお、拡張できる基板は下記の通り です。

名 機符f名
出荷時 の 拡張ユニァトIMZ-IU08)を持続した場合

nロn .Tl:'m 7~ ロ ソトのみ
ポー トアドレス tJ1:1長スロソ ト 拡張ユニ ット

RS-232C 

インター7ェイス
MZ-8BI03 $BO-$B3 0$0ト $03 0$00-$D3 。

iニマロ，ヒーデfえ? 到際

MZ-IE05 $08-$OF ム ム × 
インター7ェイス

寓または、 ミニ7ロ ノピーディスク ドライ ブMZ-IF07に付属のインタ-7ェイス

0・・・・・-接続可

x...._.接続不可

0……ポ トア ドレ スの変更により犠続可 (変更方法については 54ペー ジ参照)

ム・ ー・・基板 1..'こMZ-700DISK BASICに付属の ROMが付いている場合は取りはず

して後続可

i主)データを人出力するためのポートは次のように書11り当てられています。

ポー ト番号 拡張スロソ トのみ や~~長ユニ ッ トを筏統した場合

$00 
ユーザ使IIJポー ト

ユーザftllJポート
拡張ユニ ソト

$7F 

$80 
周辺機器コ ントロールポー ト

$C7 
拡張ユニ iソト

zι} 

同辺機器コ ントロールポー ト

およ*~スロッ ト刑

$C8 
周辺機器コントロールポー ト

$FF 
拡張スロソ ト

注)周辺機器コン トロールポー トは、 プ リン タや クイックディ スクなどのコント ロ

ールを行 うポー 卜であ り、絶対に使用しないでください。使用する と、プ リン

タやク イックデ ィス クなどのコ ン トロール[!Ij路 を岐壊する可能性があり ます。
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14. モニタ

機械語で作成されたプログラムは、 BASICで作られたプログラムに比較し、むずか

しく、わかりにくいものですが、反而、処瑚速度がj虫い、必要とするメモリが少なく

てすむ、ハードウェアに即したプログラムが作成できるなど、多くの長所があります。

BASICでは機械語プログラムを作成することはできませんが、モニタのコマンドを

使用して、機械語プログラムを作成することができます。

モニタとは、 OS (オベレーテイング・システム)のー純であり、 BASICなどの首

訴の手助け 7 ァイルの管理・機械ii丹7"ログラムの作成などの機能をもっています。

本機には、あらかじめ ROMに書き込まれている ROMモニタと、 BASIC本休の一

部として RAM卜.に読み出される BASICモニタとがあります。

ROMモニタ
(ROM上)

状 態

-困を押しながら RESETスイッチを押した場合

-困を押しながら、慨を ONにした場合

-起動時にモニタを指定した場合

• BASIC上で BYE命令を実行した場合

BASIC 

BASJCモニタ (RAM上)

モ ニ タ

ROMモニタ

ROMモニタ

ROMモニタ

BASICモニタ

モニタコマンドの説明については 'BASIC解説書」を参照してくださ L、。





〈第7章付録 〉
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A.英小文字、ひらがなに対する注意

英小文字、ひらがなのキャラクタは、内部において特別なデータ形式となっていま

すので・扱いには注意が必要てaす。

"SHARP"→内部のデータ並びは、$53、$48、$41、$52、$50 

S H A R P 

"Sharp"→内部のデータ並びは、

$53、 $05、 $48、 $41、 $52、$50、 $06
S 識5]1] h a r p 識号1]

コード コード

"AbcdE"→ $41、$05、 $42、 $43、$44、$06、 $45
A 識別 b c d 識別 E 

コード コード

"あいうえお"→ $05、 $91、 $92、$93、 $94、$95、 $06
識別 あ L、 え 主ヨ 識別
コード コード

このように、識別コード ($05、 $06)が、文字休を変化させるときに付け加えられ

ますので、内部て内の文字数が増加します。したがって、 BASICの MID$、LEFT$、

RIGHT$、 LENなどの文字列を扱う関数を使用する場合は、内部での文字数に注意し

てくださし、。

10 A$=" 5 H A R P "、
1→結*'ま 5とな ります。

20 P R I N T L E N (A$) ) 

10 A $ = " S h a r p " 、
}→結栄は?となります。20 P R I N T L E N (A$) J 

BASICでプログラムリストを、出力した場合の画面表示と、カラーブロソタプリン

タへの印字は、次の表のようになります。

命 令 キ一入力時 画商表ポ ブロソタプリンタ印字

LlST "AbcO" "AeBCQO" 
"アいうェ" "ア@イウ②エ"

LlST/P " A b c 0" "A.BC.O" 
"アいうエ" "ア.イウ.エ"

カラープロ ッタプリンタが持っていないグラフイックパターンを印字させた場合

は、ぺンの色を変えて、 16進アスキーコードで印字されます。
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B. ヘッドクリーニング方法

クイックディスクドライブは、中のヘッドがディスク本体に接触して読み書きが行

われます。

へソド表聞の汚れ具合により、定期的にヘッドのクリーニンクを行ってください。

ヘソドが極端に汚れた状態のままで使用しますと、誤動作を生じたり、ディスクを傷

める場合があります。

① E]ECTボタンを押してディスクホルダーを開けます。

②センターシャワトの奥に見えているのがヘソドです。

へ 、ソ ド表而を、綿棒にヘッドクリーニング液(オーディオ用)を較くしみこませて、

拭いてください。(テープレコーダのへ・ソドクリーニングと|司じ要領)

(i:i: 1 )へ、ソドはク リ ニング周綿棒以外では、絶対に触れないでくださ L、。

(i主2)ヘッドクリーニング液(オーディオJtJ)および綿俸は、電気胞などでお買い求

めください。

(注 3)約俸は ~J"J などでお貝い求めいただいたものでもご使用できます。
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c. MZ・1500の仕様

( 1) MZ・1500

c P U SHARP LH0080A (Z80Al 

クロック 3.58MHz

メ モ リ ROM 4 Kバイト ROM1 (モニタ)

8 Kノfイト ROMII (モニタ )

4 Kノ〈 イト (キャ ラクタジェ ネレ ー タ)

RAM 64Kノ〈イト (メ イン )

24K "イト(グラワイ ソク)

4 Kノ〈イ ト (ビテeオ)

映 像出力 方式 NTSC

干垂委員 B.R.G 

コンポジ ソト・ ビデオ(i'I黒/カラ一切リ換え可)

RF (CH-l .CH-2切り換え、白黒/ カラ一切り換え"n
函 面 構成 キャラクタ40文字X25行 (1，000文字)

グラフ ィ、ソク320x200ドットと24文字の PCG(8色)の同1I，'d1.e凶

または

キャラク夕刊文字 X25行 (1，000文字)と

1024文字の PCG (8色)の問H寺使用

文字構成 8 x 8ドヴ トマ トリ クス (1文字当 り)

色 指 定 ノfレ γ ト機能

音楽 機能 ( 6オクターブ、 3重和'(0x 2、オーディ オ端 f付き (ただし本

体内蔵のスピーカーは lつ)

時計機能

キー構成

編集機能

使用温度

使用湿度

外形寸法・重量

71声出力500mW最大

内蔵 (24時間時計、データ保持機能なし)

キ 数 69 アスキー準拠(;ウナは50音順配列l，デファ イナブル

キ一、カーソルコ ン トロールキ一、他

スク リーンエディタ

(カー ソルコ ン トロール、ホーム、 クリア、挿入、削除)

100C -350C 

20%-80% (ただし結露しないこと)

440 (1幅1X305 (奥行)x 109 (高さ)mm' 5 kg 
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付 属 品 7 ニュアル (4冊)、クイ ソクディスク (2枚)、スロ ットカバー、

電源、コード、家庭用テレビ接続ケーブル、 7 ァンクションラベル、

保証書、お千平様ご相談窓口一覧表、ご愛用者カード

(2) CPUボード部

C P U LH0080A (Z80A) 

P P 1 8225… 

P 1 T 8253........ 

P 1 0 LH0081A (Z80APIOl 

5 1 0 / 0 LH0084A (Z8OA SIO/ 0 ) 

メモリコントローラ M60719・・・

(CRTC) 

R 0 M モニタ ROM1 (4 Kノくイト )

ROM II (8 Kノ〈イト )

キャラクタジェネレータ ROM (4 Kバイト) …・・…....…..1 

R A M 64Kビソト D-RAM .. ・・・・… …-一・・…..........................8

2 Kバイト S-RAM .. ……・・………一 …・・…………………… 2

8 Kノ〈イト S-RAM..........…・一.• • . • • • • • • • • .… …・・・ ー....3

1/0 パス拡張I10ノ、ス

フ。リンタI10ノぐス … ……………………ー……………………… 2

(ただし、共用は不可)

入出力端子 MZ-IT03月jカセ ソト端 f

外部カセ ソト READ、 WRITE端子…・…・・……・・・・…・…・各 l

ジョイスティッヲ主治 f...……・ 一・・…・ …・…・-……...・ H ・-…… 2

オーディオ出力端子一……………………………………………・・ 2

( 3 )電源

入力 lOOV:tlOV 50/60Hz 28W 

出力 5V 





拶.，.-'Jも械室究会担
本 社 哩545大阪市阿倍野区長迎旬22番22号

電話(06)621-1221(大代表)

産業慎器事業本部 哩639-11奈良県大和郡山市美濃庄町492墨i也
電話(07435)3-5521(大代表〉

園内産機営業本部事162東京都新宿区南谷八幡町B番他

電話(03)260-11o1(大代表)

お害保ご相談窓口

札幌 (011)642-4649 仙台 (0222)88-9141 亨都宮 (02日6)35-1155
喪京 (03)893-4649 金沢 (0762)49-4649 名古屋 (052)322-4649
大阪 (06)643-4649 広島〔閃2)874-4649 高位 (0878)33-4649
福岡 (092)572-<)649 却縄(日お8)62-2231

Vャ号工.'"/:/.二?リシ'J.柿京会祉

本 社事114東京都1じ区栗田崎2丁目13醤17雪 電話(03)800-1221(代表)

札幌'"后哩:J63礼服市西区24軒1条n目3番17号 電話(011)641-4649
仙台交后 事983仙台市六了目字本新田実2番問の1 電話(0222)88-9141
宇都宮支巴事32日宇都宮市不動前4T132醤41号 電話(0286)35-1155
寮京支百 事114索京都北区索田鍋2丁目13番17雪 電話 (03)庇旧 1221
金沢受居 守;9210川県石川郡野々市町字;0経塚1096番砲のT 電話(0762)49-4649
8百屋'"白司~454 名古屋市中川区山王3丁目5番5号 電話(052)332-2626
大阪，， 15 哩~556 大阪市浪速区恵美須西T丁目2番9号 電話 (06)643-4649
広島"， 15 哩731-01広島市安佐南区祇園町大字西原2249番砲の7電話(ω2)874-2281
畠松受庖 理事760高位市木太町18611草地の3 電話(0878)33-4649
福岡安広 理816渇岡市1曹多区井相田2丁目12番i坦の1 電話(092)572-4655
沖縄シャ プ電機麻l哩9∞邪覇市昭2T巴10番砲の1 電話(0988)62-2231

もFャヲ.ピII~広~*'*式会祉
$ ネI 司~，545 大阪市阿倍野区長沼町22醤22号 電話(:J6)621-1221(大代表)

化 幌 支 巴 里"'063札嶋市西区24軒7条7丁目3番17号 電話(011)641-3631
i山 白 受 信 事983仙台市六丁目字本新白票2番地の1 電話(0222)88-9151
索京支庖串130~車京都墨田区石原2丁目12醤3号 電話 (03)625-5111(代表)

干薫"， 15 司"'280干葉市南町1]目5番20号 電話(047?l63-4043
樋浜"， 15 事235償浜市磯子区申原T丁目2醤23号 電話(045)751-3215
1苛王 "， 15 事330大宮市宮原町2丁目107番胞2号 電話(似86)63-5159
亨鶴宮支白事320宇都宮市不動院4丁目2番4刊号 電話(0286)37-3576
新潟支巴理950新潟市上所中1丁目7番21号 電話(0252)83-1795
長野安巴事380長野市申御所2丁目竹番3号 電話(0262)28--4618
名古屋"，15 哩4548古屋市中川区山王JJ日5番5雪 電話(052)332-2631(代表)

盆沢受庖暦921石川県石川郡野々市町字御経塚1096番1坦のT 電話(0762)49-1240
大阪支庖哩556大阪市浪速区恵美須西1丁目2番9号 電話 (06)643-3021C代表)

京都受信哩601京都市南区上鳥羽菅田町48番旭 電話(075)661-7335
衛戸'"庖唖658淘戸市東灘区魚崎北町1J巴6番地18号 電話(0/8)452-8531
広島支居理"'731-01広島市安佐南区祇園町大字西原2249番旭の1電話(082)874-4925
高 位安居串760高信市木太町1861番旭の3 電話(0878)33-4255
福岡受信哩816福岡市|曹多区井相田2丁目12番胞の1 電話(092)572-2611
却縄受后哩9∞那覇市曙2丁目10番地のT 電話(ω88)61-7360C代表)
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